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御

拶

挨

 

地
域
住
民
の
代
弁
者
と
し
て
／
 

ク
町
振
興
に
ご
協
力
の
ほ
ど
を
4
 

方
城
町
議
会
議
長
 
山
 

本

 

石
 

男
 

方
城
町
民
の
皆
さ
ん
、
明
け
 

ま
し
て
お
目
出
度
う
ご
ざ
い
ま
 

す。 皆
様
方
も
御
元
気
で
新
年
を
 

迎
え
た
事
と
存
じ
ま
す
、
心
か
 

ら
御
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
 

年
中
は
、
町
民
の
皆
様
方
に
は
 

度
重
な
る
選
挙
に
気
苦
労
の
多
 

い
年
で
あ
っ
た
事
と
存
じ
ま
す
 

年
改
た
ま
る
と
、
身
も
心
も
 

一
新
し
、
新
し
い
希
望
に
満
ち
 

御

挨

拶

 

明
る
い
町
政
と
健
全
財
政
 

の
確
立
め
ざ
し
て
プ
・
 

皆
様
の
絶
大
な
る
御
協
力
の
ほ
ど
を
 

方
城
町
長
 

中

 

島

 

義

 

章

 

新
春
の
御
挨
拶
を
申
し
あ
げ
 

ま
す
。
 

皆
様
の
御
家
庭
に
お
か
れ
ま
 

し
て
も
、
新
し
い
希
里
に
満
ら
 

た
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
 

思
い
ま
す
。
 

昨
年
は
選
挙
の
年
で
、
町
民
 

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
 

何
か
と
お
忙
し
い
年
で
あ
っ
た
 

こ
と
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
九
 

月
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
 

は
、
多
大
の
御
迷
惑
を
お
掛
け
 

し
ま
し
た
が
、
不
肖
、
私
、
皆
 

様
の
絶
大
な
御
支
持
を
得
て
当
 

選
の
栄
に
浴
さ
し
て
戴
き
ま
し
 

た
。
誠
に
失
礼
と
は
思
い
ま
す
 

が
、
紙
面
を
借
り
ま
し
て
、
厚
 

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

就
任
以
来
三
カ
 

月
余
、
若
輩
浅
学
 

の
身
に
、
そ
の
責
 

任
の
重
さ
を
痛
感
 

致
し
て
お
り
ま
す
 

今
後
と
も
御
指
 

導
、
御
鞭
捷
の
程
 

宜
し
く
お
願
い
申
 

し
あ
げ
ま
す
。
 

私
と
い
た
し
ま
 

レ
て
は
、
先
ず
何
 

た
気
持
で
、
今
年
こ
そ
は
と
そ
 

れ
ぞ
れ
の
職
務
に
専
念
な
さ
れ
 

る
事
と
、
御
推
察
申
し
上
げ
ま
 

すb

昨
年
の
四
月
改
選
に
は
皆
 

様
方
の
絶
大
な
る
御
協
力
に
よ
 

り
、
議
会
人
と
し
て
末
席
を
汚
 

す
栄
を
得
ま
し
た
。
更
に
五
月
 

＋
六
日
の
初
議
会
に
於
て
、
先
 

輩
各
位
の
御
推
挙
に
よ
り
、
不
 

肖
私
が
議
会
議
長
の
重
責
を
仰
 

せ
つ
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
 

も
と
よ
り
若
輩
且
 

つ
議
員
と
し
て
の
 

経
験
も
浅
く
、
皆
 

様
方
の
御
期
待
に
 

副
い
得
る
こ
と
が
 

出
来
る
か
自
信
が
 

務
を
遂
行
致
し
た
い
所
存
で
あ
 

り
ま
す
。
幸
い
中
島
町
長
は
就
 

任
し
て
三
カ
月
余
り
で
す
が
、
 

過
去
の
体
験
を
生
か
し
、
暮
の
 

定
例
議
会
に
議
員
各
位
の
協
力
 

の
基
に
、
町
民
福
祉
増
進
の
た
 

め
役
場
事
務
機
構
の
改
革
に
大
 

き
く
一
歩
前
進
し
発
足
し
た
よ
 

う
で
あ
り
ま
す
。
私
共
議
会
人
 

は
地
域
住
民
の
代
弁
者
と
し
て
 

ま
た
当
局
の
調
査
、
協
力
機
関
 

と
し
て
石
炭
合
理
化
の
嵐
に
今
 

日
迄
堪
忍
ん
で
来
た
皆
様
方
に
 

一
日
で
も
早
く
明
る
い
生
活
が
 

出
来
る
よ
う
、
豊
か
な
町
作
り
 

の
た
め
に
町
当
局
と
緊
密
な
連
 

け
い
を
保
ち
乍
ら
、
世
論
の
現
 

状
を
把
握
し
一
歩
一
歩
堅
実
に
 

確
実
に
、
時
代
に
即
応
し
な
が
 

ら
計
画
的
、
総
合
的
な
行
政
を
 

通
じ
て
方
城
町
再
建
に
全
能
力
 

を
発
揮
し
た
い
所
存
で
あ
り
ま
 

す。 町
民
各
位
の
絶
大
な
る
御
指
 

導
と
御
鞭
捷
を
衷
心
よ
り
お
願
 

あ
り
ま
せ
ん
が
先
 
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ぎ
い
 

輩
各
位
と
住
民
の
 
ま
す
。
折
角
の
機
会
を
え
ま
し
 

皆
様
の
御
指
導
御
 
た
の
で
遅
ま
き
で
は
ご
ぎ
い
ま
 

協
力
を
戴
き
、
職
 
す
が
年
頭
の
御
挨
拶
に
併
せ
て
 

を
お
い
て
も
、
明
る
い
政
治
姿
 

勢
の
確
立
、
皆
さ
ん
と
向
い
あ
 

っ
た
行
政
態
度
の
樹
立
、
そ
し
 

て
、
皆
さ
ん
が
明
朗
に
生
活
で
 

き
る
基
盤
づ
く
り
の
推
進
を
図
 

る
所
存
で
あ
り
ま
す
b
 

そ
の
手
は
じ
め
と
し
て
、
昨
 

年
十
二
月
の
町
議
会
に
、
町
行
 

政
の
中
枢
と
も
い
う
べ
き
役
場
 

の
課
制
改
正
条
例
を
提
案
し
、
 

満
場
一
致
の
賛
同
を
得
ま
し
た
 

こ
れ
に
基
づ
き
、
早
速
財
政
確
 

立
と
皆
さ
ん
に
対
す
る
サ
ー
ビ
 

ズ
を
老
え
た
事
務
機
構
の
』
管
」
 

を
進
め
て
参
り
ま
す
。
 

ち
な
み
に
、
現
在
の
町
財
政
 

の
一
端
を
申
し
あ
げ
ま
す
と
、
 

積
年
、
町
内
公
共
施
設
の
整
備
 

建
設
の
た
め
に
生
じ
た
累
積
起
 

債
に
依
る
町
の
借
金
が
、
約
一
一
 

億
円
、
そ
の
年
賦
償
還
金
が
約
 

二
千
万
円
、
町
税
の
年
間
収
入
 

が
約
二
千
万
円
、
概
算
し
て
皆
 

様
に
納
め
て
い
た
だ
く
町
税
を
 

す
べ
て
借
入
金
の
返
済
に
充
て
 

て
い
る
状
態
で
あ
り
ま
す
が
、
 

こ
の
よ
う
な
財
政
上
の
窮
状
を
 

一
日
も
早
く
脱
却
し
て
、
町
行
 

政
を
強
力
に
推
進
で
き
る
よ
う
 

町
首
脳
部
は
い
う
に
及
ば
ず
、
 

一
係
員
に
い
た
る
ま
で
鋭
意
研
 

究
中
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
 

御
理
解
と
御
協
力
を
切
に
お
願
 

い
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

次
に
、
昭
和
四
十
三
年
の
施
 

策
を
概
述
い
た
し
ま
す
と
、
先
 

ず
人
口
の
町
外
流
出
を
防
ぎ
、
 

積
極
的
に
人
口
い
増
加
を
図
ら
 

な
け
れ
ば
町
の
発
展
は
望
み
得
 

な
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
 

面
か
ら
①
公
営
住
宅
を
約
十
五
 

戸
新
設
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
 

す
ー
こ
れ
は
、
ほ
ぼ
同
じ
或
は
 

こ
れ
以
上
の
規
模
で
毎
年
計
画
 

的
に
増
築
し
て
い
く
所
存
で
す
 

②
道
路
問
題
と
し
ま
し
て
は
、
 

整
備
五
カ
年
計
画
の
初
年
度
と
 

し
て
、
町
内
道
路
の
舗
装
工
事
 

に
着
手
い
た
し
ま
す
。
⑧
鉱
害
 

復
旧
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
町
 

内
九
カ
所
実
施
す
る
所
存
で
す
 

ま
た
④
救
農
土
木
事
業
と
し
ま
 

し
て
約
一
千
一
百
万
円
の
予
算
 

で
実
施
す
べ
く
準
備
中
で
、
こ
 

れ
に
つ
い
て
は
予
算
獲
得
の
目
 

安
も
つ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
 

⑤
同
和
対
策
事
業
も
積
極
的
に
 

推
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
 

、

／

」

 

麟
 

方
城
町
議
会
の
十
二
月
定
母
＋
二
年
度
方
城
町
営
水
道
事
業
 
職
員
の
公
務
災
害
補
償
に
関
r
 

詠
案
第
六
十
三
号
損
失
 

会
が
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
十
 
歳
入
歳
出
補
正
予
算
に
つ
い
て
 
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
一
・
J
l
償
契
約
締
結
に
関
す
る
債
務
 

六
日
か
ら
二
十
五
日
迄
の
十
日
 
補
正
額
一
四
、
二
九
五
千
円
可
 
決
成
立
 

一 

負
担
行
為
に
つ
い
て
、
可
決
成
 

間
の
会
期
で
町
議
事
堂
に
於
て
 
決
成
立
 

九
、
議
案
第
五
十
九
号
方
城
町
 
立
 

開
会
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
会
に
 
五
、
議
案
第
五
十
五
号
教
育
委
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
血
職
 
十
四
、
議
案
第
六
十
四
号
専
決
 

於
て
審
議
さ
れ
た
議
案
と
議
決
 
員
会
委
員
任
命
に
つ
い
て
、
音
 
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
阿
第
四
号
専
決
処
分
承
認
に
つ
い
 

内
容
を
列
挙
す
る
と
次
の
通
り
 
丸
岩
猿
勉
氏
同
意
成
立
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
う
 
て、 

（
鉱
害
賠
償
打
切
金
採
納
 

で
あ
り
ま
す
b
 

六
、
議
案
第
五
十
六
号
監
査
委
 
い
て
、
可
決
成
立
 

」
）
 

に
つ
い
て
）
否
決
 

一
、
議
案
第
五
十
一
号
昭
和
四
 
員
選
任
に
つ
い
て
、
迫
、
太
田
 
十
、
議
案
第
六
十
号
方
城
町
職
 
ト
五
、
議
案
第
六
十
五
号
方
城
 

十
二
年
度
方
城
町
一
般
会
計
歳
 
正
槽
氏
同
意
成
立
 

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
 

町
伝
染
病
棟
の
廃
止
に
つ
い
て
 

入
歳
出
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
 

七
、
議
案
第
五
 

」
、
く
く
く
g
ー

ー

 〈 

部
を
改
正
す
レ
。
 
可
決
成
立
 

補
正
額
二
三
、
四
一
七
千
円
可
 
十
七
号
決
算
の
 

一 

直
曳
と
A

！
ニ
こ
ー
 

（ 

条
例
に
つ
い
て
 
十
六
、
議
案
第
六
十
六
号
方
城
 

決
成
立
 

認
定
に
つ
い
て
 

一 

聖酬
NH

夫
J
l

一
一
 

可
決
成
立
 

町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
 

二
、
議
案
第
五
十
二
号
昭
和
四
 
m
昭
和
四
十
一
 

～
？
・
ー
 

く
く
く
5
>
？
ー
 

十
一
、
議
案
嘉
 
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
ろ
 

十
二
年
度
方
城
町
国
民
健
康
保
 
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
」
ハ
十
一
号
単
純
な
労
務
に
雇
肝
 
条
例
に
つ
い
て
 

険
事
業
費
歳
入
歳
出
補
正
予
算
 
②
昭
和
四
十
一
年
度
国
民
健
康
 
さ
れ
る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
 

町
長
 
給
料
月
額
 

に
つ
い
て
、
補
正
額
二
〇
〇
千
 
保
険
事
業
費
歳
入
歳
出
決
算
 

び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
 

改
正
前
一
二
四
、
〇
〇
〇
円
 

円
可
決
成
立
 

、
⑧
昭
和
四
十
一
年
度
町
立
病
院
 
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
プ
」
 

改
正
後
一
〇
五
、
〇
〇
〇
円
 

三
、
議
案
第
五
十
三
号
昭
和
四
 
歳
入
歳
出
決
算
 

可
決
成
立
 

一
九
、
〇
〇
〇
円
減
額
 

十
二
年
度
方
城
町
立
病
院
歳
入
 
④
昭
和
四
十
一
年
度
町
営
水
道
 
十
二
、
議
案
第
六
ト
二
号
方
城
 
可
決
成
立
 

歳
出
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
補
事
業
歳
入
歳
出
決
算
可
決
成
立
 
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
「
部
十
七
、
議
案
第
六
十
七
号
方
城
 

正
額
七
五
千
円
可
決
成
立
 

八
、
議
案
第
五
十
八
号
方
城
町
 
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
、
 

町
課
制
設
置
条
例
の
改
正
に
つ
 

四
、
議
案
第
五
十
四
号
昭
和
四
 
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
 
可
決
成
立
 

し
 

い
て
、
七
課
制
、
可
決
成
立
 

就
任
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
 

時
節
柄
町
民
各
位
の
御
健
康
と
 

御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
 

あ
げ
ま
す
。
 

す
。
次
に
⑥
国
土
調
査
事
業
が
 

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
 

に
は
、
耳
新
し
い
言
葉
と
思
い
 

ま
す
が
、
簡
述
い
た
し
ま
す
と
 

土
地
の
一
筆
調
査
の
こ
と
で
あ
 

り
ま
す
。
現
在
、
皆
さ
ん
が
保
 

有
す
る
土
地
は
、
明
治
初
年
に
 

作
ら
れ
た
土
地
台
帳
に
よ
っ
て
 

規
制
さ
れ
て
お
り
、
現
実
の
土
 

地
の
状
況
が
図
面
や
字
図
に
あ
 

わ
な
い
の
が
実
情
で
、
こ
れ
を
 

更
正
す
る
た
め
に
行
な
う
事
業
 

が
国
土
調
査
で
あ
り
ま
す
。
国
 

の
方
針
よ
り
し
ま
し
て
も
、
市
 

町
村
の
自
治
体
が
一
度
は
や
学
 

ね
ば
な
ら
ぬ
調
査
で
す
。
こ
れ
 

が
実
施
に
つ
き
ま
し
て
も
、
町
 

民
各
位
の
御
協
力
を
切
に
お
願
 

い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

冒
頭
に
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
 

う
に
、
不
肖
、
浅
学
非
才
の
身
 

で
す
。
全
身
に
鞭
打
っ
て
奮
励
 

す
る
所
存
で
は
あ
り
ま
す
が
、
 

未
熟
な
点
が
多
々
あ
る
こ
と
と
 

思
い
ま
す
。
何
卒
、
御
指
導
御
 

助
言
の
程
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
 

す。 新
春
に
あ
た
り
、
抱
負
の
一
 

端
を
申
し
あ
げ
て
新
年
の
御
挨
 

拶
と
い
た
し
ま
す
。
 

土
木
事
業
に
つ
い
て
の
 

お
 
知
 
ら
 

昭
和
四
十
二
年
度
土
木
事
業
 

は
、
災
害
復
旧
事
業
の
長
浦
道
 

路
復
旧
工
事
、
広
谷
地
内
の
道
 

路
復
旧
工
事
、
弁
城
新
町
地
内
 

の
道
路
復
旧
工
事
の
三
カ
所
が
 

道
路
災
害
復
旧
工
事
と
し
て
近
 

く
着
工
致
し
ま
す
。
そ
の
外
先
 

般
着
工
し
ま
し
た
道
路
鉱
害
復
 

旧
工
事
は
、
古
門
高
木
橋
線
道
 

路
復
旧
工
事
、
役
場
伊
方
橋
線
 

東
区
地
内
道
路
復
旧
工
事
、
上
 

弁
城
浄
万
寺
線
道
路
復
旧
工
事
 

が
、
そ
れ
ぞ
れ
鉱
害
復
旧
工
事
 

と
し
て
者
工
致
し
に
居
り
ま
す
 

工
事
施
行
に
伴
っ
て
、
町
民
の
 

皆
様
方
に
、
大
変
な
御
不
便
と
 

御
迷
惑
を
お
か
け
致
し
て
居
り
 

ま
す
が
、
御
協
力
下
さ
る
よ
う
 

お
願
い
致
し
ま
す
。
又
農
業
施
 

設
の
災
害
復
旧
事
業
で
弁
城
新
 

町
地
内
、
上
の
原
農
道
復
旧
工
 

事
、
ク
ル
ス
溜
池
グ
ラ
ウ
ト
工
 

事
、
隠
田
第
三
溜
池
干
害
復
旧
 

工
事
、
朝
倉
溜
池
グ
ラ
ウ
ト
工
 

事
が
そ
れ
ぞ
れ
近
日
中
に
着
工
 

致
し
ま
す
。
以
上
の
各
工
事
は
 

全
部
国
、
県
の
補
助
事
業
で
あ
 

り
ま
す
。
 
そ
の
外
本
年
度
は
干
 

ぱ
つ
が
激
し
く
こ
の
た
め
救
農
 

せ
 

対
策
と
し
て
、
救
農
土
木
寅
業
 

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
迎
池
 

浸
漢
工
事
や
、
水
路
改
良
プ
事
 

等
を
近
日
中
に
着
工
す
ベ
ノ
、
準
 

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
 

一
般
失
業
対
策
事
業
は
、
昨
 

年
九
月
一
日
よ
り
、
上
弁
城
地
 

内
の
道
路
拡
巾
工
事
を
施
（
ロ
中
 

で
す
。
次
に
町
内
各
路
線
（
」
補
 

修
に
つ
い
て
は
、
年
末
よ
り
蕗
 

面
補
修
を
実
施
致
し
て
お
ら
主
 

す
が
、
近
年
車
輔
等
の
交
這
最
 

が
急
増
し
、
路
面
の
損
傷
一
w
 

し
く
、
て
れ
が
え
曲
タ
H
 

関
係
で
ン
完
全
袷
傍
斑
」
一
 

皆
様
方
に
大
変
御
迷
惑
九
 

恐
縮
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

出
来
得
る
限
り
早
急
に
）
 

て
行
き
ま
す
の
で
、
宜
語
 

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
」
 

来
計
画
と
し
て
田
川
、
市
 

イ
パ
ス
線
の
路
線
が
決
中
 

れ
ば
、
町
道
整
備
五
カ
ル
 

を
立
で
、
四
十
三
年
度
し
 

幹
道
路
か
ら
遂
次
整
備
ー
 

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
＋
 

で
、
そ
の
節
は
又
皆
様
士
 

協
力
を
願
う
次
第
で
あ
h
 名

 

n

「

か

け

 

佃
修
し
 

以
く
お
 

仇
に
将
 

恒
方
バ
 

止
さ
れ
 

＋
計
画
 

よ
り
主
 

レ
て
行
 

ょ
す
の
 

刀
の
御
 

ソ
ま
す
 

フ
 

機構及び 事務 

係
係
 
係
係
 

務
書
 
政
度
 

総務課一に婆 

財政課ーこ踏 

税務課HI署 護 係 

住民課一こ賃 塁係 
（生活相談室） 課

制

条

例

が

 

」
 

改

正

き

れ

ま

し

た

 

方
城
町
課
制
設
置
条
例
が
昨
 
い
は
町
の
財
政
建
て
な
お
し
の
 

年
十
ニ
月
二
十
五
日
議
会
の
議
 
た
め
専
門
的
に
取
り
組
ん
で
安
 

決
を
経
ま
し
て
次
の
よ
う
に
改
定
し
た
町
行
政
を
推
進
し
た
い
」
 

正
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
し
ら
せ
 
た
め
に
新
設
し
た
も
の
で
あ
り
 

し
ま
す
。
 

ま
す
。
 

（
改
正
）
 

（旧） 

な
お
改
正
さ
れ
た
各
課
の
事
 

一
、
総
務
課
 

総
務
課
 

務
分
掌
（
事
務
担
当
の
ふ
り
わ
 

二
、
財
政
課
（
新
設
）
 

け
）
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。
 

三
、
税
務
課
 

税
務
課
 

四
、
住
民
課
 

厚
生
課
 

五
、
産
業
課
 

経
済
課
 

六
、
建
設
課
 

土
木
課
 

七
、
水
道
課
 

水
道
課
 

以
上
の
よ
う
に
旧
六
課
制
で
 

あ
っ
た
の
を
財
政
課
を
新
設
し
 

七
課
と
し
ま
し
た
。
こ
の
ね
ら
 

助
役
 

一

 

町
長
 

係
係
係
勺
 

t
注
叱
係
 

査
興
ー
 

林
調
振
害
 

土
画
一
、
 

農
国
何
紘
 

一 

糾
 

業 

建 設 課ー建 設 係 

水 道 課一水 道 係 

収入役一収入役室ー会 計 係 

局
 
係
係
 

務
 

事
 

一
 会

 
議 

暮 教育長ー教育委員会一に差婆繁 
病 院一事 務 局 

係
 

農業委員会一農 地 

三
一
三
一
三
三
三
三
三
三
三
一
一
三
三
一
三
三
三
三
三
三
一
三
」
三
三
三
三
一
三
三
三
三
一
三
三
」
三
三
三
三
三
三
三
呈

「
三
三
昌
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
一
三
一
三
三
「
 

国
土
調
査
に
つ
い
て
 

」
い
た
，
什
．
新
し
じ
ぐ
づ
こ
 

り
の
基
礎
と
し
て
地
籍
調
査
が
 

四
十
三
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
る
 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
調
査
は
、
土
地
の
国
勢
 

調
査
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
 

国
土
調
査
の
ー
つ
と
し
て
行
わ
 

れ
る
大
切
な
調
査
で
す
。
今
ま
 

で
皆
さ
ん
の
土
地
の
も
と
に
な
 

っ
て
い
た
「
土
地
台
帳
」
や
「
 

字
限
図
（
あ
ぎ
き
り
ず
）
」
は
明
 

治
の
初
め
に
地
租
を
と
り
た
て
 

る
た
め
の
目
的
で
で
き
た
も
の
 

で
、
当
時
の
測
量
技
術
の
幼
稚
 

さ
と
長
い
年
月
を
経
た
た
め
、
 

見
河
り
5

わレp
か
わ
務
レ
誓
「
 

て
、
今
で
は
全
っ
た
く
あ
て
に
 

な
ら
な
く
な
り
、
大
切
な
土
地
 

の
境
界
争
い
の
原
因
と
も
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

地
籍
調
査
は
正
し
い
測
量
に
 

よ
っ
て
、
新
し
く
地
図
と
帳
簿
 

（
地
籍
図
と
地
籍
簿
）
を
作
り
 

皆
さ
ん
の
土
地
の
正
し
い
位
置
 

形
、
地
番
、
地
目
、
面
積
を
明
 

ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
な
の
 

で
す
。
 

こ
れ
が
で
き
ま
す
と
、
区
画
 

整
理
を
は
じ
め
土
地
改
良
事
業
 

や
、
土
木
事
業
な
ど
、
い
ろ
い
 

ろ
の
建
設
事
業
の
計
画
を
立
て
 

た
り
、
作
業
を
し
た
り
す
る
の
 

に
も
大
変
役
立
つ
と
と
も
に
大
 

切
な
土
地
を
護
る
こ
と
が
で
き
 

る
の
で
す
。
 

回
覧
文
書
に
つ
い
て
 

衛
生
係
よ
り
お
願
い
し
ま
す
 

予
防
接
種
、
生
ワ
ク
投
与
等
の
 

実
施
予
定
日
割
当
の
た
め
地
区
 

別
駐
在
員
さ
ん
に
回
覧
文
書
を
 

以
っ
て
大
変
御
迷
惑
を
お
か
け
 

し
て
お
り
ま
す
が
、
各
戸
毎
に
 

回
覧
さ
れ
る
の
が
、
あ
る
個
所
 

で
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
実
施
日
過
ぎ
 

に
皆
さ
ん
が
知
る
状
態
に
あ
り
 

ま
す
の
で
、
円
滑
に
回
覧
下
さ
 

る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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新
春
を
迎
え
て
、
ま
ず
あ
け
 

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
 

す。 
さ
て
国
民
年
金
も
、
よ
う
や
 

く
実
現
し
た
夫
婦
一
万
円
年
金
 

の
財
政
的
裏
付
け
で
あ
る
保
険
 

料
の
大
幅
値
上
げ
に
も
か
か
わ
 

ら
ず
、
順
調
に
検
認
成
績
が
向
 

上
し
て
き
た
。
こ
れ
は
加
入
者
 

の
一
人
一
人
が
、
国
民
年
金
制
 

度
の
内
容
を
認
識
さ
れ
て
き
た
 

こ
と
と
、
納
付
組
織
の
責
任
者
 

の
方
々
の
献
身
 

的
な
努
力
と
絶
 

大
な
る
協
力
に
 

よ
る
結
晶
で
あ
 

り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
 

わ
が
国
の
年
金
制
度
は
、
皆
 

年
金
時
代
を
迎
え
着
実
に
成
長
 

し
、
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
と
 

も
に
「
一
万
円
年
金
」
の
給
付
 

水
準
の
目
的
を
達
成
し
た
。
 

厚
生
年
金
は
受
 

給
者
一
人
の
年
 

金
で
、
奥
さ
ん
 

も
生
活
す
る
の
 

で、 

一
方
、
国
民
年
金
は
め
い
 

め
い
が
受
給
す
る
の
で
、
給
付
 

水
準
と
し
て
の
レ
ベ
ル
は
同
じ
 

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
 

近
来
に
お
け
る
経
済
成
長
は
め
 

ざ
ま
し
く
、
昭
 

和
三
十
七
年
を
 

一
〇
〇
と
す
る
 

賃
金
指
数
・
消
 

費
水
準
（
名
目
）
は
、
昭
和
四
 

十
一
年
に
は
い
ず
れ
も
一
五
〇
 

に
達
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
 

況
で
は
、
一
万
円
年
金
と
い
う
 

給
付
水
準
も
、
今
後
の
生
活
水
 

準
等
の
伸
び
を
考
慮
に
入
れ
れ
 

ば
、
必
ず
し
も
 

＋
分
で
は
な
く
 

な
っ
て
い
る
。
 

一
方
、
今
後
 

わ
が
国
に
お
け
る
人
ロ
の
老
令
 

化
傾
向
は
極
め
て
著
し
い
も
の
 

が
あ
り
、
現
在
六
十
五
才
以
上
 

の
老
令
者
が
人
口
一
〇
〇
人
に
 

六
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
昭
和
 

六
十
五
年
に
は
一
一
人
、
九
十
 

年
に
は
な
ん
と
二
〇
人
と
未
だ
 

か
っ
て
い
か
な
る
先
進
国
も
経
 

験
し
た
こ
と
の
な
い
数
に
達
す
 

る
も
の
と
見
こ
ま
れ
、
そ
れ
だ
 

け
に
、
老
後
の
所
得
保
障
充
実
 

の
必
要
性
は
年
々
高
ま
る
も
の
 

と
考
え
ら
れ
る
。
 

と
こ
ろ
が
現
在
わ
が
国
の
年
 

金
給
付
費
の
国
民
所
得
に
対
す
 

る
割
合
は
〇
・
三
％
で
あ
り
、
 

西
独
の
八
・
一
％
、
ス
ウ
ェ
ー
 

デ
ン
で
は
四
・
五
％
と
い
う
よ
 

う
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
状
況
 

で
あ
る
。
 

ま
た
き
ら
に
内
部
的
に
、
わ
 

が
国
の
公
的
年
金
の
所
管
省
庁
 

は
十
を
こ
え
て
お
り
、
め
い
め
 

《
い
に
給
付
の
改
善
を
行
な
っ
て
 

い
る
現
状
で
あ
り
、
国
民
皆
年
 

金
と
は
い
う
も
の
の
各
制
度
間
 

に
大
き
な
ァ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
生
 

じ
、
そ
の
効
果
も
減
少
し
て
い
 

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
さ
 

る
六
月
、
社
会
保
障
制
度
審
議
 

会
は
、
給
付
等
の
調
整
等
に
つ
 

い
て
、
政
府
が
責
任
を
も
っ
て
 

行
な
う
よ
う
中
入
れ
て
い
る
。
 

以
上
の
状
況
か
ら
、
年
金
制
 

度
の
充
実
或
は
制
度
間
の
不
均
 

衡
是
正
は
必
然
的
で
あ
り
、
厚
 

生
省
で
は
、
昭
和
四
十
四
年
五
 

月
の
厚
生
年
金
の
財
政
再
計
算
 

も
目
前
で
あ
り
、
生
活
水
準
に
 

見
合
っ
た
改
善
が
予
定
さ
れ
て
 

い
る
が
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
 

も
、
こ
れ
に
見
合
う
改
善
を
図
 

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
 

が
っ
て
、
両
制
度
に
共
通
す
る
 

問
題
と
し
て
改
善
内
容
を
固
め
 

る
必
要
が
あ
る
と
発
表
さ
れ
た
 

が
、
今
後
、
審
議
会
で
取
り
上
 

げ
ら
れ
る
問
題
は
 

①
給
付
水
準
の
改
善
②
生
活
 

水
準
等
の
変
動
に
応
じ
る
給
付
 

の
あ
り
方
（
い
わ
ゅ
る
ス
ラ
イ
 

ド
制
）
⑧
国
民
年
金
へ
の
所
得
 

比
例
制
の
導
入
（
農
民
年
金
問
 

題
と
関
連
）
④
皆
年
金
体
制
実
 

施
当
時
す
で
に
高
令
で
あ
っ
た
 

者
へ
の
年
金
に
よ
る
保
護
の
充
 

実
な
ど
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
 

な
お
、
次
期
財
政
再
計
算
に
 

つ
い
て
も
国
民
年
金
の
場
合
、
 

二
年
繰
り
上
げ
て
改
善
を
図
り
 

た
い
と
い
う
、
こ
の
構
想
に
は
 

自
他
と
も
に
大
賛
成
で
あ
り
、
 

現
在
を
み
ん
な
で
築
い
て
い
ろ
 

努
力
が
、
ほ
ん
と
う
に
結
実
す
 

る
よ
う
、
特
に
強
く
標
携
し
て
 

止
ま
な
い
。
 

保
険
料
の
納
付
は
 

拠
出
制
年
金
に
お
い
て
は
、
 

年
金
給
付
に
要
す
る
費
用
に
あ
一
 

て
る
た
め
、
加
入
者
か
ら
一
（
止
 

の
保
険
料
を
納
め
て
も
ら
う
こ
 

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
保
険
 

料
の
額
は
二
十
才
か
ら
三
十
五
 

才
に
な
る
月
前
ま
で
は
月
額
一
一
 

百
円
、
三
十
五
以
上
は
二
百
五
 

十
円
で
す
。
 

保
険
料
の
納
期
限
は
、
一
月
 

か
ら
三
月
分
を
そ
の
年
の
四
月
 

末
日
ま
で
、
四
月
か
ら
六
月
分
 

を
七
月
末
日
ま
で
、
七
月
か
ら
 

九
月
分
を
十
月
末
日
ま
で
、
＋
 

月
か
ら
十
二
月
分
を
翌
年
一
月
 

末
日
ま
で
に
納
付
す
る
こ
と
に
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

老

令

年

金

 を
 

受

け

 る
 
に
 
は
 

と
こ
ろ
で
国
民
年
金
の
最
後
 

の
目
的
は
な
ん
と
い
っ
て
も
老
 

令
年
金
を
受
給
す
る
と
い
う
こ
 

と
で
す
。
老
令
年
金
の
受
給
資
 

格
は
、
加
入
し
て
か
ら
六
十
才
 

に
な
る
ま
で
の
間
、
通
常
二
十
 

五
年
以
上
保
険
料
を
納
め
る
か
 

免
除
さ
れ
た
人
が
六
十
五
才
に
 

な
っ
た
と
き
か
ら
受
け
る
年
金
 

置
し
て
お
き
ま
す
と
、
将
来
、
 

老
令
年
金
を
受
給
で
き
る
貴
重
 

な
権
利
を
失
す
る
こ
と
だ
け
で
 

な
く
、
国
民
皆
年
金
時
代
か
ら
 

取
り
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
 

す
。
自
分
自
身
の
将
来
の
た
め
 

に
、
受
給
資
格
を
確
保
し
て
い
 

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
 

拠
出
年
金
の
給
付
は
 

拠
出
制
国
民
年
金
の
給
付
は
 

保
険
料
を
納
め
て
い
る
か
、
保
 

険
料
を
免
除
さ
れ
た
加
入
者
が
 

年
老
い
た
り
、
万
一
の
事
故
に
 

よ
り
廃
疾
に
な
っ
た
り
、
ご
主
 

人
が
死
亡
さ
れ
十
八
才
米
満
の
 

子
供
が
あ
る
場
合
な
ど
に
、
老
 

令
、
障
害
、
母
子
の
各
年
金
が
 

支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
 

も
被
保
険
者
が
途
中
で
死
亡
き
 

れ
た
と
き
は
、
三
年
以
上
保
険
 

料
を
納
め
て
い
る
場
合
に
保
険
 

料
の
納
付
期
間
に
応
じ
、
死
亡
 

一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
b
 

納

付

組

織

を

育

て

よ

う

 

お
互
い
み
ん
な
の
協
カ
で
 

よ
い
口
毎
月
納
め
る
の
で
掛
け
 

金
が
か
さ
ば
ら
ず
負
担
が
苦
に
 

な
ら
な
い
日
組
織
で
集
金
す
る
 

か
ら
掛
け
忘
れ
が
な
い
国
役
場
 

と
連
絡
が
と
れ
る
か
ら
国
民
年
 

金
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
岡
集
 

金
手
数
料
が
貰
え
る
の
で
い
ろ
 

ん
な
こ
と
に
役
に
立
つ
と
い
っ
 

た
利
点
が
あ
り
ま
す
。
 

老
令
年
金
を
繰
上
げ
 

請
求
す
る
と
い
く
ら
 

減
額
さ
れ
る
か
 

国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
納
 

付
済
期
間
、
保
険
料
免
除
期
間
 

ま
た
は
そ
の
合
算
し
た
期
間
が
 

二
十
五
年
以
上
あ
る
者
が
六
五
 

才
に
達
し
た
と
き
に
老
令
年
金
 

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
 

い
ま
す
。
し
か
し
昭
和
三
十
六
 

年
四
月
一
日
で
、
す
で
に
一
定
 

の
年
令
に
達
し
て
い
る
人
（
昭
 

和
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
 

方
 

見
 

の
 

間
 

期
 

象
 

対
 

算
 

通
 

通算される公的年金制度 
通 

一 加 入 期 間 要 件 

国 民 年 金 
、

、

・

ノ

 

回

年

 

何

1

 

上
 
が
 
て
 

以
 
間

し

 い
 

年
 
期

算

よ

 

1
 
の

合

ば

 

て
 
満

も

れ

 

し
 
未
 
て

あ

 

算
 
年
 
っ 
上
 

合
・
1
 
あ

以

 

一

 

〈

‘

ー

 

‘、 

〇保険料の納付済期 
間と免除期間は合算 
され いわゆるサボ 
リ期間は通算されな 
いo 

〇加入期間のみ通算 
〇脱退手当金受給期 
間は通算しない。 
0 昭和36.4.1以前の 
期間は、同日以後国 
民年金をはじめ公的 
年金に加入したとき 
は通算される。 

厚 、

、

、

ー

 

分
 

っJ 

上
 

を
 

以
 

間
 

年
 

期
 

1
 

実
 

て
 

は
 

し
 

夫

倍

 

、
誇
 

守
、
4
 

ノ
I
ー
 

コして実期間1年以上 

船 H 自I 険 I期間計算のときに3分、 
、（7)4倍 I 

〇昭和36.4.1前に退 

職した期間は通算さ 

れない。 

国家公務員共済組合 

徐議貨誉共済組合 
j.ltl方公務員等共済組合 

、

ー

 

回
 

何
 
い
 

が
 
な
 

問
 
し
 

期

算

 

の
 
ム口 

上
 
満

も

 

以
 
未
 
て
 

年
 
年
 
っ 

1

一1 

あ
 

(

、

 

合
 

組
 

済
 

丑（ 

業
 
員
 

漁
 
職
 

林
 
休
 

農
 
団
 

1年以上 

I昭・事口36.4. 1-昭和39A 
1.22退職した人と 昭相、 
I 39. 6 .23前から引きっI 
、づき組合員であった人I 
は、6 ケ月以上 

私立学校・ 
共済組合 

教 職 員 

1 年以上 

I昭和鉛.4. 1 ～昭和36. 
112.31退職した人と日召、 
I1i7.1.1前から弓はっI 
、づき組合員であった人I 
は、6 ケ月以上 

どの制度にも加入しなか 

った期間で通算する場合 

合算して1年以上 
〇昭和36.4.1以後の 
20才～59才までの国 
民年金任意加入対象 
期間にっいてのみ 

備 考 

上にかかlヂナこ期間のI年ゃ6ケ月に満た 

ない期間は通算せずこの期間をこえてい 

れば1年未満のはんぱな月も合算される。 

れ
た
者
）
は
、
こ
の
二
十
五
年
 
き
は
七
割
二
分
、
六
二
才
以
上
 

と
い
う
期
間
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
 
六
四
才
未
満
の
と
き
は
八
割
、
 

年
令
に
応
じ
て
二
十
四
年
か
ら
 
六
四
才
以
上
六
五
才
未
満
の
と
 

の
み
ん
な
の
要
望
に
応
え
て
、
 

昭
和
三
十
六
年
四
月
か
ら
新
ら
 

し
く
国
民
年
金
制
度
が
は
じ
ま
 

、
I
、II
、
グ
A
J
、
I
、
I
、J
】雄j
'
1
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‘》IA
）
、
J
&
J
‘
、
ガ
γ
＆
?
'
‘
、
p
、
J
'
,
&
J
ー
 

、
，
リ
，
●
，
,
A
“β」“I
」
“
β
‘
"
〈
●
”
●
1
●
ル
う
‘
、
l
？、I
、I
~
J
、
J
'‘、J
、
●
ー
グ
、
●
i
・ーり‘ 
rJ
、
r
・

 

金
 
に
 
理

解

と

協

力

 を
 
ク
 

ー
ー
‘
金
流
畔
5
油
巨
』
泊
』
』
沃
・
と
 

で
す
。
 

し
か
し
国
民
年
金
は
、
昭
和
 

三
十
六
年
か
ら
発
足
し
た
関
係
 

か
ら
、
そ
の
と
き
に
あ
る
程
度
 

の
年
令
に
達
し
て
い
る
方
に
つ
 

い
て
は
、
二
十
五
年
の
期
間
を
 

満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
 

年
令
に
応
じ
て
期
間
が
短
縮
き
 

れ
て
い
ま
す
が
、
と
く
に
、
昭
 

和
六
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
 

れ
た
人
は
、
保
険
料
を
納
め
ら
 

れ
る
六
十
才
ま
で
の
期
間
に
余
 

裕
が
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

し
た
が
っ
て
、
加
入
は
し
て
い
 

る
が
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
 

い
る
人
、
或
は
当
然
加
入
し
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
で
、
い
ま
 

だ
に
加
入
の
手
続
き
を
し
て
い
 

な
い
人
は
、
 
一
日
も
早
く
加
入
 

の
手
続
き
を
す
ま
し
て
、
保
険
 

料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
、
ー
 

カ
月
で
も
未
納
期
間
が
な
い
よ
 

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

加
入
手
続
き
を
し
な
い
で
放
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
 

月
自
分
で
納
め
る
の
が
た
て
ま
 

え
で
す
が
、
 
一
人
一
人
が
月
々
 

役
場
に
行
っ
て
納
め
る
こ
と
は
 

た
い
へ
ん
な
こ
と
で
あ
り
、
ま
 

た
つ
い
忘
れ
た
り
し
て
ど
う
し
 

て
も
怠
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
各
人
が
思
い
思
い
に
バ
 

ラ
バ
ラ
納
め
る
よ
り
も
、
お
互
 

に
話
し
合
っ
て
共
同
で
納
め
る
 

よ
う
に
す
れ
ぱ
、
手
数
も
は
ぶ
 

け
て
、
た
い
へ
ん
便
利
に
な
り
 

忘
れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
 

こ
の
よ
う
な
方
法
が
納
付
組
織
 

で
す
。
 

納
付
組
織
は
被
保
険
者
が
、
 

保
険
料
を
納
め
や
す
く
す
る
た
 

め
で
も
あ
り
ま
す
が
、
被
保
険
 

者
と
市
町
村
、
県
、
国
を
む
す
 

ぶ
パ
イ
プ
と
し
て
大
切
な
役
目
 

を
持
っ
て
い
ま
す
。
納
付
組
織
 

を
地
域
ぐ
ろ
み
で
育
て
る
こ
と
 

は
日
被
保
険
者
が
市
町
村
役
場
 

ま
で
わ
ぎ
わ
ぎ
出
か
け
な
く
て
 

十
年
ま
で
の
期
間
に
短
縮
さ
れ
 

て
老
令
年
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
 

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

六
五
才
か
ら
支
給
さ
れ
る
老
 

令
年
金
の
支
給
開
始
年
令
を
繰
 

上
げ
て
請
求
す
る
こ
」
と
が
で
き
 

る
の
は
、
老
令
年
金
の
資
格
要
 

件
を
満
た
し
た
場
合
で
す
。
 

老
令
年
金
の
資
格
を
満
た
し
 

た
場
合
に
は
、
い
つ
で
も
支
給
 

を
希
望
し
た
と
き
か
ら
老
令
年
 

金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 
し
か
し
こ
の
場
合
 

に
は
、
そ
の
年
金
の
額
は
六
五
 

才
か
ら
受
け
る
場
合
の
年
金
の
 

額
か
ら
一
定
の
割
合
で
減
額
し
 

た
額
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
 

そ
の
額
は
、
支
給
を
希
望
し
た
 

年
令
が
、
六
〇
才
以
上
六
一
才
 

未
満
の
と
き
は
、
六
五
才
か
ら
 

支
給
さ
れ
る
老
令
年
金
の
額
の
 

賃
 

I 』
 

五
割
八
分
、
六
一
才
以
上
六
一
 

才
未
満
の
と
き
は
六
割
五
分
、
 

た
め
老
後
の
生
活
保
障
を
行
な
 

杏才以上六一矛未満の曹年金の確立力切まれ、こ 

, 

き
は
八
割
九
分
の
率
を
乗
じ
た
 

額
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

一 

こ
の
繰
上
げ
請
求
に
よ
っ
て
 

い
っ
た
ん
減
額
き
れ
た
年
金
額
 

を
う
け
ま
す
と
、
そ
の
年
金
額
 

は
死
亡
す
る
ま
で
同
一
の
額
と
 

な
り
ま
す
。
 

こ
の
繰
上
げ
支
給
の
請
求
は
 

請
求
権
の
変
更
で
あ
っ
て
、
将
 

来
に
む
か
っ
て
の
み
効
果
を
有
 

す
る
も
の
で
す
か
ら
、
過
去
に
 

さ
か
の
ぽ
る
こ
と
は
で
き
な
い
 

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

年
金
制
度
の
か
け
橋
 

通
算
年
金
制
度
の
あ
ら
ま
し
 

私
た
ち
の
井
活
状
態
は
、
戦
 

後
の
社
会
情
勢
の
推
移
経
済
変
 

動
の
影
響
を
う
け
て
、
き
わ
め
 

て
困
難
な
も
の
が
あ
り
、
こ
の
 

り
、
国
民
の
す
べ
て
が
、
い
ず
 

れ
か
の
年
金
制
度
に
加
入
し
、
 

年
金
保
障
を
う
け
る
仕
組
み
が
 

出
来
あ
が
っ
た
こ
と
は
御
承
知
 

の
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
に
は
い
 

ろ
い
ろ
年
金
制
度
が
あ
っ
て
、
 

私
た
ち
は
い
ず
れ
か
の
年
金
制
 

度
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

く
な
っ
て
い
な
が
ら
、
い
ま
ま
 

で
の
よ
う
に
ど
の
制
度
か
ら
も
 

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
人
が
た
 

く
さ
ん
で
き
る
と
い
う
こ
に
で
 

は
、
国
民
皆
年
金
と
い
う
こ
と
 

も
、
そ
の
意
義
が
失
な
わ
れ
る
 

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

私
た
ち
は
、
一
甘
の
う
音
 

は
職
業
や
職
場
を
か
え
る
二
と
 

が
多
く
あ
り
ま
す
0

従
来
、
多
 

社
に
就
職
す
れ
ば
厚
生
年
会
に
 

官
庁
に
勤
め
 11 

ば
共
済
組
今
」
叱
 

加
入
し
、
 

一
定
額
の
掛
け
令
多
「
 

長
期
間
納
め
な
が
ら
、
退
職
 

こ
れ
ら
の
老
令
（
退
職
）
多
 

一

 【
 の

支
給
を
受
け
る
人
は
ご
く
わ
 

ず
か
で
、
多
く
の
人
は
受
給
資
 

格
期
間
を
満
た
な
い
ま
ま
途
中
 

で
退
職
し
、
低
額
の
退
職
一
時
 

金
で
す
ま
さ
れ
、
所
得
保
障
が
 

行
な
わ
れ
な
い
と
い
う
欠
陥
が
 

あ
り
ま
し
た
。
 
こ
れ
は
、
そ
れ
 

ぞ
れ
の
制
度
が
年
金
の
つ
く
資
 

格
と
し
て
二
十
年
と
か
、
二
十
 

五
年
と
か
、
そ
の
制
度
に
加
入
 

し
て
い
た
こ
と
を
必
要
条
件
と
 

し
て
い
ま
す
か
ら
、
つ
ぎ
つ
ぎ
 

と
職
業
を
か
え
た
よ
う
な
人
は
 

集
金
制
度
に
ず
っ
と
加
入
し
て
 

い
な
が
ら
、
と
し
を
と
っ
て
も
 

結
局
、
ど
の
制
度
か
ら
も
年
金
 

が
も
ら
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
 

な
り
ま
す
b
 
し
か
も
こ
の
よ
う
 

な
例
は
、
こ
れ
ま
で
ご
く
普
通
 

の
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
 

は
他
の
制
度
に
か
わ
っ
た
と
き
 

に
は
各
制
度
相
五
に
関
連
が
な
 

い
た
め
で
し
た
。
 
そ
こ
で
、
国
 

民
年
金
制
度
が
確
立
し
た
の
を
 

機
会
に
、
こ
れ
ら
掛
け
金
の
血
一
 

駄
が
な
い
よ
う
、
す
べ
て
の
年
 

金
制
度
に
加
入
し
て
い
た
期
間
 

を
じ
ゅ
ず
つ
な
ぎ
に
し
て
、
す
 

べ
で
の
人
に
、
老
後
の
生
活
の
 

さ
さ
え
と
な
る
年
金
を
支
給
す
 

る
通
算
年
金
の
制
度
が
生
ま
れ
 

」
‘
」
の
で
あ
り
ま
す
。
 

直
算
年
金
は
、
さ
し
あ
た
り
 

ュ
職
）
年
金
の
給
付
に
 

，

彫

F

 

限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
通
 

算
老
令
（
退
職
）
年
金
は
、
厚
 

生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
に
加
 

入
し
て
い
た
期
間
と
国
民
年
金
 

の
保
険
料
納
付
済
期
間
若
し
く
 

は
保
険
料
免
除
期
間
を
合
算
し
 

て
二
十
五
年
（
厚
生
年
金
と
各
 

種
共
済
組
合
の
加
入
期
間
を
合
 

算
す
る
と
き
は
ニ
十
年
）
以
上
 

あ
る
と
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
 

度
か
ら
、
加
入
期
間
に
応
じ
て
 

老
令
（
退
職
）
年
金
を
支
給
す
 

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

厚
生
年
金
、
国
民
年
金
、
共
済
 

組
合
、
合
計
二
十
五
年
以
上
で
 

年
金
が
で
る
。
 

国
民
年
金
以
外
の
制
度
（
厚
 

生
年
金
、
共
済
組
合
）
は
合
計
 

二
十
年
以
上
で
年
金
が
で
る
。
 

な
お
、
こ
の
二
十
五
年
（
又
 

は
二
十
年
）
の
受
給
資
格
期
間
 

は
、
国
民
年
金
制
度
が
発
足
し
 

た
当
時
高
年
令
に
あ
っ
た
人
即
 

ち
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
生
 

ま
れ
の
人
は
、
昭
和
三
十
六
年
 

四
月
以
後
の
期
間
が
二
十
四
年
 

か
ら
十
年
中
一
」
じ
に
年
令
に
応
じ
 

て
短
縮
さ
れ
で
い
ま
す
の
で
、
 

確
実
に
手
」
m
き
さ
え
し
て
あ
れ
 

ば
必
ら
ず
午
一
金
は
受
給
で
き
る
 

こ
と
に
な
2
て
い
ま
す
。
 

特
に
、
厚
蚕
年
金
や
各
種
共
 

済
組
合
加
入
箸
の
妻
（
夫
）
は
 

国
民
年
金
の
荏
意
加
入
対
象
レ
目
 

「
 

と
さ
れ
、
そ
の
期
間
は
国
民
年
 

金
に
加
入
し
な
く
と
も
通
算
の
 

対
象
期
間
に
算
入
す
る
こ
と
に
 

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
の
み
 

で
は
実
際
に
は
通
算
老
令
年
金
 

は
支
給
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
国
 

民
年
金
に
加
入
し
て
は
じ
め
て
 

年
金
が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
 

り
、
そ
の
年
金
額
は
保
険
料
を
 

掛
け
た
期
間
に
応
じ
て
算
定
さ
 

れ
ま
す
の
で
、
一
年
で
も
長
く
 

加
入
し
た
方
が
老
後
の
生
活
に
 

役
立
つ
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
 

し
か
も
こ
の
加
入
期
間
は
、
 

将
来
会
社
や
宮
庁
に
就
職
し
、
 

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
人
 

す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
相
互
に
 

通
算
さ
れ
ま
す
の
で
決
し
て
無
 

駄
に
は
な
ら
す
、
老
後
の
こ
と
 

を
思
え
ば
、
や
は
り
、
国
民
年
 

金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
る
 

こ
と
が
な
に
よ
り
も
大
切
で
あ
 

り
ま
す
0
 

通
算
老
令
（
退
職
）
年
金
は
 

国
民
年
金
で
は
六
十
五
才
か
ら
 

他
の
制
度
で
は
六
十
才
か
ら
支
 

給
さ
れ
、
年
金
額
は
老
令
年
金
 

の
計
算
方
法
に
準
じ
て
算
定
さ
 

れ
ま
す
。
 

※
通
算
年
金
に
つ
い
て
の
詳
 

し
い
こ
と
は
市
町
村
役
場
の
国
 

民
年
金
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
 

（
次
頁
に
つ
づ
く
）
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福
祉
年
金
に
福
音
 

昭
和
四
＋
三
年
一
月
よ
り
 

一
万
九
千
二
百
円
に
 

福
祉
年
金
の
改
善
を
中
心
と
 

す
る
国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
 

は
、
第
五
五
特
別
国
会
の
最
終
 

日
で
あ
る
七
月
二
十
一
日
に
成
 

立
し
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
は
 

昨
年
の
拠
出
制
年
金
を
中
心
と
 

し
た
大
幅
な
改
正
に
よ
り
「
夫
 

婦
あ
わ
せ
て
一
万
円
年
金
」
の
 

実
現
を
み
ま
し
た
が
、
老
令
者
 

障
害
者
、
母
子
世
帯
等
の
福
祉
 

年
金
を
よ
り
充
実
を
は
か
る
必
 

要
性
か
ら
今
年
も
改
正
さ
れ
、
 

福
祉
年
金
額
は
三
年
連
続
引
き
 

上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
受
 

給
権
者
に
と
っ
て
う
れ
し
い
年
 

中
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
 

改
正
さ
れ
た
国
民
年
金
の
内
 

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

＠
福
祉
年
金
額
の
引
き
上
げ
 

老
令
福
祉
年
金
ー
一
万
八
千
 

円
を
一
万
九
千
ニ
百
円
に
（
月
 

額
百
円
増
）
障
害
福
祉
年
金
ー
 

二
万
六
千
四
百
円
を
三
万
円
に
 

（
月
額
三
百
円
増
）
母
子
（
準
 

母
子
）
福
祉
年
金
ー
二
万
四
百
 

円
を
二
万
四
干
円
に
（
月
額
三
」
祉
年
金
の
所
得
制
限
の
緩
和
は
 

百
円
増
）
 

昭
和
四
十
二
年
五
月
分
か
ら
労
 

＠
所
得
制
限
の
緩
和
 

働
者
災
害
補
償
法
関
係
に
よ
る
 

本
人
所
得
に
つ
い
て
は
、
二
 
支
給
停
止
の
解
除
は
、
昭
和
四
 

＋
四
万
を
ニ
十
六
万
円
に
引
き
 
十
二
年
七
月
二
十
九
日
か
ら
そ
 

上
げ
る
。
配
偶
者
、
扶
養
義
務
 
れ
ぞ
れ
実
施
き
れ
て
い
ま
す
。
 

者
に
つ
い
て
は
、
六
人
家
族
の
 

こ
の
よ
う
に
福
祉
年
金
も
年
 

場
A
是
ハ
十
七
万
円
に
引
き
上
げ
 
々
改
善
さ
れ
充
実
し
て
お
り
ま
 

る。 

す
の
で
受
給
資
格
の
あ
る
人
で
 

＠
公
的
年
金
と
の
併
給
限
度
額
ま
だ
裁
定
請
求
を
し
て
い
な
い
 

の
引
き
上
げ
 

人
は
】
日
も
早
く
役
場
に
相
談
 

公
務
扶
助
料
遺
族
年
金
等
の
 
の
う
え
請
求
し
て
下
さ
い
。
 

戦
争
公
務
に
よ
る
公
的
年
金
を
 

受
け
て
い
る
者
が
福
祉
年
金
を
 

受
け
ら
れ
る
限
度
額
の
十
万
一
一
 

千
五
百
円
を
＋
ニ
万
九
千
五
百
 

円
に
引
き
上
げ
る
。
 

⑥
そ
の
他
 

拠
出
制
の
障
害
年
金
、
母
子
 

年
金
の
受
給
者
が
労
働
者
災
害
 

補
償
保
険
法
に
よ
る
障
害
補
償
 

遺
族
補
償
を
受
け
て
い
る
た
め
 

六
年
間
の
支
給
停
止
が
行
な
わ
 

れ
て
い
る
場
合
は
、
本
年
八
月
 

か
ら
支
給
停
止
を
解
除
し
て
、
 

三
分
の
二
に
相
当
す
る
額
を
支
 

給
す
る
。
 

⑥
実
施
時
期
 

年
金
額
の
引
き
上
げ
は
、
昭
 

和
四
十
三
年
「
月
分
か
ら
、
福
 

国
年
の
こ
と
ば
 

▽
百
八
つ
の
煩
悩
を
と
り
の
ぞ
 

く
と
い
う
除
夜
の
鐘
と
と
も
に
 

一
九
六
七
年
に
別
れ
を
つ
げ
、
 

明
け
て
一
九
六
八
年
で
あ
る
。
 

エ
ト
で
い
え
ば
サ
ル
年
で
あ
る
 

ひ
っ
か
か
れ
た
り
、
愛
す
る
人
 

に
去
ら
れ
る
の
は
い
た
だ
け
な
 

い
が
、
十
大
ニ
ュ
ー
ス
が
暗
い
 

こ
と
が
ら
で
埋
ま
る
よ
う
な
年
 

は
ね
が
い
さ
げ
た
い
。
 
お
よ
そ
 

平
和
で
、
ゆ
た
か
な
年
金
に
よ
 

る
長
期
計
画
で
も
た
て
ら
れ
る
 

よ
う
な
時
代
の
ほ
ん
と
う
の
幕
 

あ
け
の
年
と
な
っ
て
ほ
し
い
。
 

そ
れ
が
町
民
の
こ
こ
ろ
と
い
う
 

も
の
で
あ
ろ
う
。
 

▽
一
月
十
五
日
は
年
中
行
事
の
 

成
人
の
日
で
あ
る
。
各
地
で
成
 

人
式
が
行
な
わ
れ
る
成
人
の
日
 

に
、
晴
れ
着
を
着
る
人
に
と
っ
 

て
も
、
ま
た
特
別
な
よ
い
衣
裳
 

に
縁
の
な
い
若
者
に
と
っ
て
も
 

二
＋
才
の
蓄
積
と
能
力
や
意
欲
 

が
お
世
辞
で
な
く
、
日
本
を
き
 

さ
え
る
一
支
柱
で
あ
る
と
居
直
 

っ
て
お
き
た
い
。
君
は
成
人
式
 

に
も
で
ず
、
よ
い
服
も
な
い
が
 

君
の
二
十
才
は
中
味
が
豊
富
に
 

実
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
若
い
人
 

も
あ
る
。
君
も
こ
と
し
は
、
ぜ
 

ひ
と
も
す
す
ん
で
国
民
年
金
に
 

入
り
な
さ
い
。
 
こ
う
い
う
制
度
 

の
し
く
み
の
よ
さ
や
、
こ
わ
さ
 

も
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
い
た
い
 

君
が
、
自
分
を
年
金
制
度
に
P
 

R
し
、
売
り
こ
む
年
だ
、
と
自
 

覚
さ
せ
た
い
。
 

住
民
基
本
台
帳
 

さ
る
七
月
二
十
五
日
に
成
立
 

し
た
住
民
基
本
台
帳
法
は
、
昨
 

年
十
一
月
十
日
よ
り
実
施
さ
れ
 

ま
し
た
。
そ
こ
で
住
民
基
本
台
 

帳
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
簡
 

単
に
紹
介
し
ま
す
h
 

※
住
民
基
本
台
帳
制
度
と
は
 

、、り 

わ
た
し
た
ち
が
住
所
を
変
え
』
 

税
金
は
、
私
が
今
更
い
う
ま
 

た
場
合
、
い
ま
ま
で
は
市
町
村
 
で
も
な
く
、
国
や
町
な
ど
の
台
 

役
場
内
の
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
窓
 
所
を
賄
う
重
要
な
財
源
で
あ
り
 

口
に
届
け
出
て
い
た
住
民
登
録
 
ま
す
。
平
素
か
ら
住
民
の
皆
さ
 

国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
、
 

ん
方
か
ら
納
め
て
戴
い
て
い
る
 

配
給
登
録
、
選
挙
人
名
簿
な
ど
 
税
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
 

の
異
動
に
関
す
る
届
出
を
、
一
 

い
る
か
は
皆
さ
ん
方
巳
に
御
承
 

つ
の
窓
口
に
届
出
れ
ば
す
べ
て
 
知
の
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
 

の
届
出
が
す
む
よ
う
に
簡
素
化
 
日
本
が
何
時
頃
か
ら
ど
の
よ
う
 

を
図
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
住
民
 
な
方
法
で
税
金
を
取
り
た
て
て
 

の
利
便
を
増
進
し
、
合
わ
せ
て
 
い
た
か
を
約
三
回
に
わ
た
り
本
 

行
政
の
合
理
化
を
図
ろ
う
と
す
紙
に
掲
載
し
、
税
金
に
対
す
る
 

る
も
の
で
す
。
 

親
し
み
と
御
理
解
を
尚
一
層
深
 

こ
の
こ
と
に
よ
り
届
出
用
紙
 
め
て
戴
け
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
 

も
、
住
民
異
動
届
】
枚
で
よ
い
 
す。 

（
葛
原
）
 

こ
と
に
な
り
、
ま
た
係
別
で
備
 

え
つ
け
ら
れ
た
諸
帳
簿
の
う
ち
 
税
金
シ
リ
ー
ズ
（
第
一
回
）
 

で
、
住
民
行
政
の
塞
礎
と
な
る
 

昔

の

土

地

評

価

 

事
項
は
、
統
一
し
て
住
民
票
に
 

（
第
一
回
）
 

登
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
 

江
戸
時
代
以
前
 

日
本
は
御
承
知
の
よ
う
に
 

く
か
ら
農
を
本
と
し
て
政
治
 

行
っ
て
き
た
の
で
政
治
に
要
か
 

る
財
源
は
皆
農
民
が
負
担
 

い
た
の
で
あ
る
。
 

大
化
の
年
間
に
お
い
て
は
で
 

土
地
は
、
神
田
、
御
料
田
、
位
 

田
、
職
田
、
功
田
、
賜
田
、
荘
 

園
、
公
癖
田
、
公
田
と
い
う
よ
 

う
に
分
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
 

種
々
分
類
さ
れ
て
い
る
田
は
そ
 

れ
ぞ
れ
そ
の
目
的
に
従
っ
て
次
 

の
よ
う
に
使
い
途
が
分
か
れ
て
 

篇
 

h
、
功
績
の
あ
っ
た
人
 

I
・
償
賜
わ
っ
た
七
地
。
 

6
 
賜
田
，
特
殊
な
功
の
あ
っ
 

た
人
に
賜
わ
っ
た
土
地
で
、
 

な
お
特
殊
の
功
の
あ
っ
た
人
 

に
は
荘
園
と
い
う
邸
宅
地
を
 

．
易
わ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
 

7
 
公
癖
田
 
今
の
官
庁
の
諸
 

経
費
を
賄
う
た
め
の
も
の
b
 

8
 

公
田
、
 

一
・
般
行
政
費
に
あ
 

て
る
た
め
の
土
地
。
 

こ
の
よ
う
な
地
租
を
ど
の
よ
 

う
に
取
り
た
て
て
い
た
か
と
い
 

は
、
領
民
が
嚇
要
に
応
じ
て
い
 

つ
で
も
臨
時
に
召
集
さ
れ
、
傭
 

役
に
服
す
る
て
と
で
あ
り
、
調
 

と
は
、
女
が
磯
を
織
っ
て
年
貢
 

と
し
て
納
め
（
る
こ
と
で
あ
る
。
 

頼
朝
が
鎌
倉
に
幕
府
を
開
い
 

て
政
治
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
 

か
ら
も
、
，
地
租
の
取
り
方
に
つ
 

い
て
は
格
別
変
っ
た
こ
と
も
な
 

く
、
多
く
は
従
前
の
方
法
に
よ
 

っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
の
 

ち
、
戦
国
時
代
天
下
が
乱
れ
て
 

諸
方
に
戦
争
が
起
っ
て
諸
費
用
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い
た
。
 

ま
す
。
 

飛
鳥
時
代
か
ら
安
土
桃
山
 

1
 
神
田
、
大
神
宮
、
熱
田
神
 

し
か
し
国
民
年
金
の
受
給
請
 

時
代
ま
で
の
地
租
 

『 

宮
の
頒
分
な
ど
で
、
つ
ま
り
 

求
や
保
険
料
の
納
付
、
死
亡
一
 

飛
鳥
時
代
（
大
化
、
大
宝
）
 

神
様
に
納
め
る
た
め
の
土
地
 

時
金
の
請
求
、
福
祉
年
金
に
関
 
の
昔
か
ら
明
治
の
始
め
ま
で
の
 
2
 
御
料
田
、
宮
廷
の
経
費
に
 

す
る
届
出
な
ど
は
、
い
ま
ま
で
 
千
数
百
年
間
の
税
制
は
、
終
始
 

あ
て
る
た
め
の
も
の
。
 

ど
お
り
国
民
年
金
の
窓
口
で
行
 
一
貫
地
租
の
歴
史
で
あ
る
o
 

3
 
位
田
、
高
貴
の
方
が
位
に
 

な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
 

地
租
は
当
時
に
お
い
て
は
、
 

叙
せ
ら
れ
た
と
き
に
戴
く
土
 

で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
 
唯
一
の
税
金
で
あ
る
と
い
っ
て
 

地。 

お
願
い
し
ま
す
。
 

よ
く
、
こ
の
地
租
が
当
時
の
国
 
4
 
職
田
、
今
で
い
う
公
務
員
 

の
収
入
の
最
重
要
部
分
を
占
め
 

の
給
料
を
支
払
う
た
め
の
も
 

J7
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て
い
た
も
の
で
あ
る
。
 

12月末現在 

住民登録人口 

り」 3952 人 

女 4254 人 

計 8206 人 

世帯数2114戸 

寄 

贈 

一
、
故
飯
塚
マ
チ
子
氏
の
香
典
 

返
し
と
し
て
飯
塚
正
一
氏
よ
り
 

こ
の
た
び
、
右
の
方
よ
り
当
 

町
学
童
厚
生
会
に
過
分
の
寄
贈
 

を
賜
り
ま
し
た
。
 

滋
に
そ
の
御
逝
去
を
い
た
み
 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
 

と
共
に
御
香
典
の
贈
与
を
賜
り
 

ま
し
た
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
申
 

し
あ
げ
ま
す
。
 

な
お
寄
贈
を
賜
り
ま
し
た
お
 

金
は
学
童
厚
生
会
基
金
と
し
て
 

有
意
義
に
使
わ
し
て
い
た
だ
き
 

ま
す
。
 

昭
和
四
十
三
年
一
月
三
十
一
日
 

方
城
町
学
童
厚
生
会
 

ー
‘
ー
ー
ー
申
◆
‘
‘
ー
ー
 

引
揚
者
に
対
す
る
特
別
交
付
 

金
請
求
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
 

、
こ
の
法
律
は
昭
和
四
十
二
年
八
 

月
一
日
よ
り
発
足
で
、
引
揚
者
 

及
ぴ
そ
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
 

交
付
金
で
あ
り
ま
す
。
外
地
に
 

生
活
の
本
拠
を
一
年
以
L
も
っ
 

て
い
た
人
が
終
戦
等
の
や
む
を
 

得
な
い
理
由
に
よ
り
本
邦
に
引
 

揚
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
に
 

在
外
財
産
の
み
な
ら
ず
、
生
活
 

利
益
そ
の
他
生
活
に
根
ざ
す
、
 

す
べ
て
の
も
の
を
失
っ
た
打
撃
 

に
報
い
る
趣
旨
で
支
給
さ
れ
る
 

も
の
で
す
。
 

「年 

齢
 

「
引
揚
時
」
 

五
十
歳
以
上
 

一
六
万
円
 

三
十
五
歳
以
上
五
十
歳
未
満
 

一
〇
万
円
 

ニ
ト
五
歳
以
上
三
十
五
歳
未
満
 

五
万
円
 

二
十
歳
以
ヒ
二
十
五
歳
未
満
 

三
万
円
 

二
十
歳
未
満
 

一
一
万
円
 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
外
地
に
 

終
戦
日
ま
で
引
続
き
八
年
以
上
 

生
活
の
本
拠
を
有
し
て
い
た
者
 

右
記
の
額
に
一
万
円
を
加
算
き
 

れ
ま
す
0
 

遺
族
の
場
合
 

税
金
の
申
告
納
税
に
つ
き
ま
し
 

て
は
、
日
頃
か
ら
こ
協
力
を
い
 

た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
 

本
年
も
ま
た
、
所
得
税
、
個
人
 

事
業
税
、
個
人
住
民
税
の
申
告
 

の
時
期
と
な
り
ま
し
 

た
。
申
告
の
要
領
に
 

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
 

年
と
同
様
で
あ
り
ま
 

納

税

 

す
が
次
の
こ
と
に
留
意
さ
れ
て
 

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

一 

所
得
税
、
個
人
事
業
税
 

個
人
住
民
税
の
申
告
期
限
 

は
す
べ
て
三
月
十
五
日
に
 

な
っ
て
い
ま
す
h
 

二
 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
 

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
人
は
、
個
人
事
業
税
 

個
人
住
民
税
の
申
告
事
項
 

も
あ
わ
せ
て
申
告
す
る
こ
 

な
こ
と
が
あ
れ
ば
財
務
事
 

務
所
ま
た
は
町
の
係
員
に
 

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

三
 
所
得
税
の
確
定
申
告
書
 

を
提
出
し
な
く
て
よ
い
人
 

、，,， 

は
、
個
人
事
業
税
の
 

者
の
皆
様
方
へ
 
醸
編
懸
「
 

s
s
？
《
s
?
?
?
？
ン
ン
？
?
,
,
，
と
く
く
5
、5
、 
民
税
の
申
告
書
は
町
 

と
に
な
っ
て
お
り
、
確
定
 

申
告
書
の
「
事
業
税
」
 
「 

住
民
税
」
の
欄
で
該
当
す
 

る
事
項
が
あ
れ
ば
、
必
ず
 

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
記
 

載
事
項
に
つ
い
て
、
不
明
 

に
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
て
く
 

だ
さ
い
。
 

田
川
税
務
署
 

田
川
財
務
事
務
所
 

方
 
城
 
町
 

の。 

一つエ」、 

人
民
に
土
地
を
与
え
て
 

こ
れ
を
小
作
せ
し
め
て
地
租
を
 

納
め
さ
せ
る
と
い
う
や
り
方
で
 

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
 

っ
て
、
当
時
は
、
小
作
料
と
地
 

租
を
あ
わ
せ
て
取
り
た
て
て
い
 

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
代
か
 

ら
、
し
ば
ら
く
経
て
、
租
傭
調
 

と
い
う
税
制
が
た
て
ら
れ
た
。
 

こ
の
税
制
の
租
と
い
う
の
ば
 

収
穫
高
の
う
ち
一
定
割
合
を
宮
 

に
納
め
る
方
法
で
あ
り
、
傭
と
 

五
十
歳
以
上
 

一
一
万
二
千
円
‘
・
ー
1
 

1

1

 
・

ー

 
・

ー

 
・

ー

 

ー

ー

j

 

が
か
さ
ん
で
き
た
の
で
、
相
当
 

苛
酷
な
課
税
が
行
な
わ
れ
た
よ
 

う
で
あ
る
。
 

下
っ
て
、
豊
臣
氏
に
至
っ
て
 

文
禄
年
間
か
ら
慶
長
年
間
ま
で
 

の
間
に
、
全
国
の
土
地
を
検
地
 

し
た
（
こ
れ
を
大
閣
検
地
と
い
 

う
）
。
 
つ
ま
り
、
土
地
を
測
量
 

し
て
、
今
で
い
う
土
地
課
税
台
 

帳
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
た
。
 

こ
の
検
地
の
や
り
方
は
ど
う
 

で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
検
地
 

の
尺
度
は
六
尺
三
寸
四
方
を
以
 

て
一
歩
と
し
、
三
〇
〇
歩
を
も
 

っ
て
一
反
と
し
、
ま
ず
下
役
人
 

が
前
も
っ
て
村
え
行
っ
て
見
取
 

図
を
作
成
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
 

各
筆
の
大
小
お
よ
び
形
状
等
を
 

比
較
し
た
後
、
竿
も
入
れ
て
測
 

量
し
た
ム
 

こ
れ
に
要
し
た
日
数
は
ー
ケ
 

村
で
三
〇
日
な
い
し
五
〇
日
程
 

度
を
要
し
た
よ
う
で
あ
る
。
 
そ
 

れ
か
ら
仕
上
げ
検
地
を
行
な
う
 

の
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
は
、
 

検
地
奉
行
、
竿
奉
行
、
縄
奉
行
 

目
付
等
が
臨
検
し
て
前
に
下
役
 

人
が
調
べ
た
も
の
の
当
否
を
定
 

め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
検
地
帳
 

に
記
載
し
た
事
項
は
、
字
、
反
 

別
お
よ
び
石
高
（
収
穫
高
）
で
 

反
別
は
上
田
、
中
田
、
下
田
の
 

三
段
階
に
分
け
て
記
載
さ
れ
て
 

お
っ
て
、
上
田
と
い
う
の
は
村
 

内
の
よ
い
と
こ
ろ
を
選
ん
だ
も
 

の
で
、
そ
の
石
高
は
】
石
五
斗
 

と
し
、
中
田
は
一
石
三
斗
な
い
 

し
一
石
】
斗
、
下
田
は
九
斗
な
 

い
し
七
斗
と
定
め
ら
れ
た
。
 
こ
 

の
石
高
は
現
在
の
反
当
収
穫
量
 

と
比
較
す
る
と
非
常
な
開
き
が
 

あ
る
。
 

（
つ
づ
く
）
 

‘

，

一

》

一

》

・

・

》

一

》

一

 

一Il 

三
十
五
歳
以
上
五
十
歳
米
満
 

せ
て
い
な
い
方
は
役
場
厚
生
課
 
則
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
ま
す
の
 
の
架
設
が
で
き
る
見
込
み
だ
と
 

七
万
円
 

社
会
係
窓
ロ
ま
で
お
出
で
下
さ
 
で
申
告
や
届
出
、
納
税
等
は
規
 
い
っ
て
い
ま
す
が
、
工
事
の
都
 

二
十
五
歳
以
上
三
十
五
歳
未
満
 
いo

時
効
は
昭
和
四
十
五
年
三
 
定
に
従
っ
て
し
て
下
さ
い
。
 

合
上
、
電
話
の
欲
し
い
人
は
、
 

三
万
五
千
円
 

月
三
十
一
日
と
な
っ
て
お
り
ま
 
※
 
税
に
つ
い
て
の
疑
義
、
不
出
来
る
だ
け
早
く
電
話
局
の
窓
 

二
十
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
 

す
の
で
早
目
に
手
続
し
て
下
さ
 

一
一
万
一
千
円
 

い。 

二
十
歳
未
満
 

一
万
四
千
円
 

納

税

に

つ

い

て

 

鵬
鍛
髭
誌
茅
織
 

お
願
い
 

製
銭
鷲
繰
」
繕
）
糞
灘
難
 

千
円
を
加
算
さ
れ
ま
す
。
 

と一、o 

以
上
の
と
お
り
で
手
続
を
済
ま
 
※
 
税
は
い
ろ
い
ろ
な
法
律
規
 

田
川
地
区
方
城
町
支
部
 

献
血
協
議
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
 

町
民
の
皆
様
御
承
知
の
様
に
最
 

近
特
に
交
通
事
故
そ
の
他
に
よ
 

り
輸
血
の
血
液
が
間
に
あ
わ
ず
 

尊
い
生
命
を
落
し
て
い
る
例
が
 

沢
山
あ
り
ま
す
。
方
城
町
も
他
 

、‘II 

町
村
よ
り
先
駆
し
て
 

【
剃
）
献
血
協
議
会
を
結
成
 

I
，、 

致
し
ま
し
た
の
で
御
 

利
用
下
さ
い
。
返
血
、
 
一
般
献
 

血
を
な
き
る
際
は
毎
週
木
曜
日
 

の
午
前
十
時
よ
り
午
後
三
時
ま
 

で
田
川
市
立
病
院
玄
関
前
で
採
 

血
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
方
城
 

町
で
準
備
が
出
来
る
ま
で
当
分
 

の
間
は
田
川
ま
で
お
出
か
け
下
 

さ
い
。
そ
の
他
献
血
に
つ
い
て
 

の
御
相
談
は
方
城
町
役
場
厚
生
 

課
社
会
係
窓
口
ま
で
お
出
で
下
 

さい〔J 

明
な
点
そ
の
他
ど
ん
な
こ
と
で
 

も
結
構
で
す
か
ら
お
気
軽
に
桐
 

談
し
て
下
さ
い
。
 

配
務
課
 

電
話
の
申
込
み
は
 

」
早
 

目
 

に
 

金
田
電
報
電
話
局
で
は
、
一
与
年
 

十
一
月
を
目
途
に
電
話
の
自
動
 

化
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

自
動
化
と
同
時
に
金
田
町
（
神
 

崎
、
上
金
田
）
方
城
町
（
伊
方
 

弁
城
区
）
の
殆
ん
ど
の
地
区
を
 

電
話
普
通
区
域
に
編
入
す
る
計
 

画
で
あ
り
ま
す
。
 

神
崎
、
上
金
田
、
伊
方
、
弁
城
 

地
区
で
は
、
今
ま
で
電
話
を
つ
 

け
る
際
多
額
の
工
事
費
を
各
自
 

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
 

た
が
、
今
後
は
こ
の
特
別
負
担
 

費
は
免
除
さ
れ
ま
す
。
 

局
で
は
、
今
申
込
ん
だ
分
は
十
 

一
月
の
自
動
化
と
同
時
に
電
 
話
 

一

 

昭
和
 
42
 

年
度
子
供
会
支
部
対
抗
駅
伝
大
会
 

町
民
各
位
の
ご
声
援
を
感
謝
し
ま
す
 

優
勝
は
犬
星
六
区
子
供
会
 

去
る
一
月
二
十
一
日
、
恒
例
 
に
ス
タ
ー
ト
し
・
、
町
内
九
区
間
 

の
方
城
町
子
供
会
支
部
対
抗
駅
 
十
五
粁
の
コ
ー
ス
を
各
チ
l

ム
 

伝
大
会
が
、
み
ぞ
れ
降
る
は
だ
 
九
人
の
選
手
に
よ
っ
て
接
戦
が
 

寒
い
中
、
十
六
チ
ー
ム
の
参
加
 
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。
結
局
、
犬
 

を
得
て
開
催
さ
れ
、
午
前
十
時
 
星
六
区
チ
ー
ム
が
追
い
す
が
る
 

三
十
分
役
場
研
修
所
前
を
一
斉
一
一
位
以
下
の
チ
ー
ム
を
振
り
払
 

昭
和
 42 

年
度
子
供
会
支
部
対
 

議
 

難
響
費
轟
一
 曹
難
難
難
難
麟
 

い
僅
少
差
を
も
 

に」」「一『 

篇鷲 

口
で
直
接
本
人
が
申
込
み
の
手
生
徒
は
寒
さ
も
風
邪
も
物
と
も
 

続
き
を
す
る
よ
う
希
望
し
て
い
 
せ
ず
、
駅
伝
に
参
加
し
た
こ
と
 

ま
す
、
 

は
心
強
い
限
り
で
し
た
o
 

四
十
三
年
一
月
 

っ
て
優
勝
を
飾
 

り
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
風
 

風
邪
が
流
行
し
、
 

伝
田
川
郡
内
の
各
 

学
校
で
は
、
臨
 

時
休
校
や
学
級
 

閉
鎖
が
引
き
続
 

い
て
い
る
最
中
 

、
当
町
の
学
童
 

ま
た
、
競
走
に
お
い
て
は
、
 

交
通
規
則
や
注
意
を
よ
く
守
り
 

整
然
と
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
 

当
町
学
童
生
徒
の
プ
レ
ー
精
神
 

の
高
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
、
 

ま
こ
と
に
立
派
で
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
大
会
に
事
故
者
 

が
一
人
も
な
く
終
了
し
得
ま
し
 

た
こ
と
は
、
大
会
役
員
の
方
は
 

い
う
に
及
ば
ず
、
、
こ
の
大
会
を
 

盛
り
あ
げ
て
く
だ
さ
っ
た
町
民
 

各
位
の
声
援
の
賜
も
の
と
厚
く
 

感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

今
後
と
も
、
青
少
年
の
育
成
 

行
事
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
 

お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
入
賞
チ
ー
ム
は
次
の
通
 

り
で
す
。
 

優
勝
 

犬
星
六
区
子
供
会
 

一一位 

八
幡
町
子
供
会
 

三
位
 

後
谷
子
供
会
 

四
位
 

野
添
子
供
会
 

五
位
 

新
門
上
子
供
会
 

六
位
 

春
田
子
供
会
 

方
城
町
子
供
会
育
成
連
絡
協
議
 

会
、
方
城
町
教
育
委
員
会
 

「
素
『
 

工マ 

‘『・ 

雲
「
嚇
呂
・
．
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昭
和
 43 

年
度
（
下
田
川
）
 

消
防
出
初
式
が
 

挙
行
さ
れ
ま
し
た
 

昭
和
四
十
三
年
一
月
ピ
日
午
 
十
三
年
度
下
田
川
四
カ
町
連
合
 

前
九
時
三
〇
分
か
ら
、
昭
和
四
 
消
防
出
初
式
が
糸
田
町
立
中
学
 

校
々
庭
に
お
い
て
挙
 

行
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
式
典
に
あ
た
 

り
、
次
の
と
お
り
表
 

彰
を
う
け
た
。
 

1
県
知
事
表
彰
 

方
城
町
消
防
団
 

2
県
知
事
感
謝
状
 

杉
 

一
郎
 

東
 
区
 

3
県
消
防
協
会
表
彰
 

育
英
資
金
の
申
込
に
つ
い
て
 

お

知

ら

せ

し

ま

す

 

昭
和
四
十
三
年
度
育
英
資
金
の
申
込
を
ニ
月
二
＋
九
日
 

に
メ
切
り
ま
す
の
で
希
望
者
の
方
は
早
目
に
申
し
込
ん
 

で
下
さ
い
。
 

申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
及
び
方
城
中
学
校
に
あ
り
 

ま
す
。
 

受
付
は
教
育
委
員
会
で
い
た
し
ま
す
。
 

方
城
町
教
育
委
員
会
 

一
表
彰
旗
 

方
城
町
消
防
団
 

二
優
良
消
防
団
員
表
彰
 

池
永
吉
春
 

中
古
門
 

葛
原
幸
美
 

浄
万
寺
 

大
門
 
巌
 

八
幡
町
 

鹿
畑
 
勇
 

野
 
添
 

石
田
秋
徳
 

東
古
門
 

三
永
年
勤
続
表
彰
 

m
二
十
年
勤
続
表
彰
 

池
本
広
瀬
 
新
 
門
 

鈴
木
政
義
 
新
 
門
 

②
十
五
年
勤
続
表
彰
 

亀
井
秀
雄
 
中
古
門
 

⑧
十
年
勤
続
表
彰
 

永
末
保
美
 
上
弁
城
 

中
山
久
信
 
奥
ケ
畑
 

中
村
政
春
 
久
 
六
 

桑
野
 
明
 
前
 
村
 

安
田
 
勉
 
後
 
谷
 

勝
木
英
治
 
新
 
門
 

．
・
 

中
川
義
光
 
新
 
門
 

高
津
 
誠
 
広
 
谷
 

④
郡
消
防
支
部
長
表
彰
 

杉
原
安
男
 
後
 
谷
 

⑤
優
良
団
員
町
長
表
彰
 

山
崎
光
雄
 
中
古
門
 

水
上
常
治
 
西
古
門
 

竹
下
一
弘
 

石
田
利
文
 

永
末
保
美
 

久
富
貞
信
 

葛
原
勝
利
 

稲
富
孝
則
 

桑
野
 
明
 

高
橋
敏
春
 

永
岡
清
正
 

佃
 

誠
 

池
本
広
瀬
 

倉
石
菊
男
 

高
津
 
誠
 

中
古
門
 

東
古
門
 

上
弁
城
 

久
 
六
 

浄
万
寺
 

迫
 

前
 
村
 

八
幡
町
 

山
ノ
手
 

野
 
添
 

新
 
門
 

新
 
門
 

広
 
谷
 

十
月
以
降
医
師
の
欠
員
に
よ
り
 

皆
様
に
大
変
御
不
自
由
を
お
か
 

け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
 

た
び
鹿
児
島
市
出
身
の
吉
永
国
 

央
病
院
に
於
て
実
地
修
練
後
、
 

九
大
医
学
部
第
一
内
科
室
に
入
 

局
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
 

た
び
方
城
町
の
要
請
に
よ
り
就
 

新
任
医
師
を
紹
介
し
ま
す
 

満
先
生
が
当
病
院
に
赴
任
さ
れ
 

十
二
月
中
旬
よ
り
内
科
、
小
児
 

・
科
の
診
療
を
担
当
致
し
て
お
り
 

ま
す
。
先
生
は
九
州
大
学
医
学
 

任
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

今
後
、
当
町
に
永
住
さ
れ
、
医
 

療
行
政
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
に
 

部
を
卒
業
さ
れ
、
国
立
福
岡
中
 
く
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
 
ス
ー
年
分
 

福
音
社
 

な
つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
宜
し
 

く
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
 

戸
籍
手
数
料
が
 

改
正
さ
れ
ま
し
た
 

昨
年
暮
に
政
令
の
一
部
改
正
に
 

よ
り
ま
し
て
、
戸
籍
の
手
数
料
 

が
去
る
一
月
一
日
よ
り
変
り
ま
 

し
た
。
戸
籍
、
除
籍
の
謄
本
又
 

は
抄
本
に
つ
い
て
、
一
枚
四
十
 

く
？
ー
？
 

円
で
し
た
の
が
五
十
円
に
、
又
 

は
、
戸
籍
簿
、
除
籍
簿
の
閲
覧
 

に
つ
い
て
は
、
 
一
回
四
十
円
で
 

し
た
の
が
、
一
戸
籍
、
又
は
一
 

除
籍
に
つ
き
五
十
円
と
改
め
ら
 

れ
ま
し
た
の
で
、
謄
抄
本
の
請
 

求
及
び
戸
除
籍
の
閲
覧
に
つ
い
 

て
の
手
数
料
納
付
に
間
違
い
の
 

な
い
様
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
 

新
刊
書
を
紹
介
し
ま
す
 

町
立
図
書
館
に
左
の
図
書
が
入
 

り
ま
し
た
。
之
は
殆
ん
ど
小
説
 

ば
か
り
の
よ
う
で
す
が
今
後
は
 

教
育
、
歴
史
、
社
会
、
宗
教
、
 

文
学
等
各
面
に
わ
た
り
す
ぐ
れ
 

図書館だよ り 

た
良
書
を
揃
え
て
い
 

き
た
い
と
思
い
ま
す
 

の
で
ど
し
ノ
、
御
利
 

用
下
さ
い
。
 図

書
係
 

書
名
 

・ 

著
者
 

日
本
文
化
史
大
系
 

小
学
館
一
巻
よ
り
 

十
一
巻
迄
（
縄
文
 

弥
生
時
代
よ
り
明
 

治
時
代
編
迄
）
ー
 

キ
リ
ス
ト
の
実
物
教
 

謝
 

イ 
ー

ジ

・

ホ

ワ

 イ

ト

 

サ
イ
ン
ズ
・
オ
ク
 ザ
ー
タ
イ
ム
 

レ
ジ
ャ
ー
マ
ッ
ク
 

人
文
社
 

観
光
と
旅
 

人
文
社
 

う
つ
ろ
船
伝
奇
 

池
沢
伸
介
 

田
舎
、
炭
坑
、
部
落
 杉

浦
明
平
 

恋
天
狗
 

山
手
樹
一
郎
 

貴
三
郎
一
代
 

有
馬
頼
義
 

女
の
警
察
 

梶
山
季
之
 

夏
の
流
れ
 

丸
山
健
一
一
 

桧
十
三
郎
捕
物
帳
 
島
田
一
男
 

凍
て
る
庭
 

水
上
 
勉
 

葦
の
浮
船
 

松
本
清
張
 

北
の
詩
人
 

松
本
清
張
 

奇
病
連
盟
 

北
 
杜
夫
 

＋
三
角
関
係
 

山
田
風
太
郎
 

女
と
刀
 

中
村
き
い
子
 

炎
の
女
 

高
木
彬
光
 

あ
る
秘
書
官
の
死
 
梶
山
季
之
 

筑
紫
も
の
が
た
り
 朝

日
新
聞
社
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徳
川
十
五
代
の
治
政
も
末
期
、
 

っ
た
小
倉
藩
は
即
刻
隊
長
二
木
 

世
は
あ
げ
て
勤
皇
佐
幕
の
両
派
 
求
馬
に
大
砲
三
門
、
藩
士
二
十
 

に
分
れ
喧
々
ご
う
ノ
、
、
こ
の
 
人
、
人
足
二
百
五
十
余
人
を
従
 

と
き
幕
府
は
長
州
を
討
ち
て
権
 
え
さ
せ
英
彦
山
討
伐
を
命
じ
た
 

威
と
生
命
を
維
持
せ
ん
と
図
っ
 
時
文
久
三
年
十
一
月
六
日
で
あ
 

た
が
威
令
旧
の
如
く
行
わ
れ
ず
 
っ
た
。
そ
し
て
十
日
出
動
、
験
 

し
て
か
え
っ
て
侮
り
を
招
く
結
 
し
い
山
道
を
降
り
し
き
る
積
雪
 

果
に
終
り
、
勤
皇
の
大
藩
薩
長
 
を
つ
い
て
各
所
を
セ
ン
サ
ク
、
 

は
ほ
し
い
よ
ま
に
行
い
て
眼
中
 

に
幕
府
な
し
と
云
っ
た
維
新
前
 

夜
、
当
時
長
州
と
隣
り
合
っ
た
 

小
倉
藩
は
徳
川
幕
府
の
九
州
に
 

於
け
る
御
目
付
役
の
職
責
上
、
 

当
然
な
こ
と
な
が
ら
是
れ
は
佐
 

幕
一
辺
倒
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
 

文
に
見
る
そ
の
信
念
、
操
節
の
 
山
に
相
成
候
間
直
様
添
田
九
右
 

清
高
さ
は
後
人
を
し
て
襟
を
正
 
衛
門
殿
方
え
参
り
同
人
に
対
面
 

さ
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
 

致
し
候
て
承
り
候
処
、
京
徳
坊
 

こ
の
と
き
方
城
よ
り
も
農
兵
と
 
と
申
す
役
僧
よ
り
知
ら
せ
参
り
 

し
て
七
、
八
名
こ
の
騒
動
に
参
候
得
共
槌
え
義
見
請
候
迄
は
小
 

加
し
た
q

以
下
は
当
時
の
庄
屋
 
倉
表
に
註
進
も
如
何
敷
候
趣
御
 

桑
野
庄
三
郎
氏
が
残
し
た
記
録
 
郡
様
御
名
代
田
中
作
左
衛
門
殿
 

の
抄
録
で
あ
る
。
 

申
さ
れ
候
趣
、
田
川
郡
農
兵
え
 

』

I
I

．
三
，
一
．
!
‘

三．
I

」
．
ニ
‘
三
，
言
ニ
‘
三
，
一
・
一
‘

三
，
」
．
」
‘
三

，
一
・「

‘
三
，
H
．
三
・
三
，
‘

三
・
三
，
」
．」

i
三
，
一
．
ニ
‘
三
，
」
・
」
‘
三
】
 

一 
庄

屋

記

録

に

見

る

 

一 

一

 

英

彦

山

勤

皇

僧

事

件

一

 

】
三
・
三
・
三
・
三
・
三
・
三
・
三
・
三
・
三
・
「
‘
三
・
三
・
三
・
三
・
三
・
三
・
三
・
三
旦
ニ
・
三
・
三
・
三
・
三
・
三
・
三
・
三
・
三
・
三
・
三
・
三
・
三
・
三
・
三
・
三
・
ニ
】
 

こ
れ
を
憎
む
長
州
は
密
使
を
英
 
遂
に
同
志
の
密
約
書
を
手
に
入
 
彦
山
浪
人
征
伐
、
文
久
三
年
十
 
は
残
ら
ず
馳
参
り
候
様
申
付
置
 

彦
山
に
派
し
て
小
倉
征
伐
の
密
 
れ
、
勤
皇
僧
十
一
人
を
逮
捕
し
 
一
月
九
日
に
下
拙
が
交
代
に
参
候
由
申
さ
れ
候
、
御
同
家
え
近
 

約
を
謀
っ
た
。
英
彦
山
は
も
と
 
小
倉
に
連
行
、
座
主
の
教
有
も
 
り
候
処
、
夜
前
浪
人
鉢
の
者
六
 
所
の
農
兵
馳
付
候
者
段
々
有
之
 

も
と
勤
皇
絶
対
主
義
の
蕩
地
だ
 
同
二
十
日
に
小
倉
に
連
行
き
れ
 
拾
人
計
り
登
山
致
し
候
趣
を
下
 
候
、
夫
よ
り
拙
者
は
上
津
野
店
 

け
に
o
K

、
長
州
の
小
倉
侵
攻
 
た
。
一
こ
の
僧
は
座
主
を
除
き
そ
 
今
任
に
て
承
り
夫
よ
り
拙
者
は
 
屋
坂
と
申
処
え
備
、
上
野
、
伊
 

に
呼
応
、
背
後
よ
り
小
倉
城
を
 
の
殆
ん
ど
は
小
倉
城
自
爆
の
際
 
当
村
、
瀬
三
郎
、
治
右
衛
門
両
 
田
、
三
手
永
固
ニ
付
右
両
人
召
 

突
か
ん
ど
の
密
約
が
成
っ
た
。
 

藩
士
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
、
悲
惨
 
人
召
連
れ
て
中
村
千
左
衛
門
方
 
連
て
罷
出
候
処
、
当
手
永
よ
り
 

後
幾
ば
く
も
な
く
此
の
事
を
知
 
な
最
後
を
遂
げ
た
。
し
か
し
遺
 
え
立
寄
候
得
共
御
同
人
最
早
登
 
参
り
候
長
谷
川
昌
左
衛
門
只
今
 

彦
山
よ
り
引
取
り
吐
承
り
候
処
 

六
拾
計
り
の
浪
人
壱
人
参
り
候
 

趣
の
誤
り
て
言
語
道
断
大
騒
動
 

に
て
恐
入
申
候
。
夫
よ
り
拙
者
 

共
三
人
は
同
村
仁
市
郎
と
申
者
 

方
え
止
宿
致
し
翌
朝
店
屋
坂
新
 

七
と
申
者
方
え
三
人
連
に
て
参
 

り
交
代
し
申
候
、
十
一
月
十
日
 

夜
相
滞
り
十
一
日
夜
落
合
仙
道
 

の
固
め
え
参
り
候
様
又
々
飛
脚
 

参
り
候
間
杉
場
馬
の
方
の
山
越
 

大
難
渋
、
雪
積
松
明
も
消
山
々
 

谷
々
を
越
え
漸
く
人
家
に
取
付
 

案
内
を
取
、
仙
道
着
之
処
又
々
 

汐
井
川
固
え
参
り
候
様
宮
崎
甚
 

三
郎
よ
り
申
参
候
間
拙
者
立
腹
 

致
し
甚
三
郎
を
町
付
申
候
、
同
 

十
日
小
倉
表
よ
り
二
木
求
馬
様
 

大
将
に
て
軍
勢
弐
百
人
斗
り
御
 

出
陣
に
相
成
同
夜
彦
山
え
御
登
 

に
相
成
候
て
直
ち
に
出
陣
、
大
 

坊
計
召
捕
に
相
成
其
夜
小
倉
の
 

拙
者
共
も
矢
張
固
め
に
相
詰
申
 

候
、
大
砲
三
丁
其
外
騎
馬
参
り
 

申
候
、
郡
巾
上
を
下
え
と
騒
動
 

仕
候
、
拙
者
は
九
日
出
陣
十
三
 

日
仙
道
え
同
固
引
払
御
用
捨
仰
 

付
ら
れ
候
間
引
取
申
候
（
以
下
 

略） 
彦
山
騒
動
に
は
田
川
郡
農
兵
全
 

部
が
召
集
を
受
け
警
備
に
当
っ
 

一たo

こ
の
庄
屋
も
十
一
月
九
日
 

に
彦
山
に
行
き
同
十
三
日
に
一
 

応
帰
さ
れ
又
十
バ
日
に
彦
山
警
 

備
を
命
ぜ
ら
れ
て
居
る
。
文
中
 

漢
文
調
で
読
み
に
く
い
所
も
あ
 

る
が
六
十
ば
か
り
の
浪
人
一
人
 

山
に
登
っ
た
の
を
ど
う
し
た
誤
 

り
か
、
浪
人
六
拾
人
山
に
登
っ
 

た
と
伝
え
ら
れ
て
大
騒
動
し
た
 

有
様
が
文
面
に
躍
如
と
し
て
面
 

白
い
。
 

方
へ
召
連
に
相
成
、
大
将
滞
練
‘
 

六
月
 

ル
さ
な
ぶ
り
ク
 

部
落
の
田
植
が
終
っ
た
と
き
 

に
行
う
農
家
の
一
斉
休
日
で
 

あ
る
。
赤
飯
な
ど
た
い
て
祝
 

う
。
青
年
な
ど
外
を
出
歩
く
 

娘
さ
ん
に
水
鉄
砲
で
水
を
か
 

け
た
り
し
た
。
殊
に
新
郎
新
 

婦
が
ね
ら
わ
れ
た
。
 

ク
お
こ
も
り
ク
 

氏
神
様
え
田
植
が
無
事
終
っ
 

た
こ
と
の
報
告
を
か
ね
て
御
 

礼
の
お
こ
も
り
、
此
の
日
各
 

戸
は
ご
ち
そ
う
を
つ
め
た
お
 

弁
当
持
参
、
社
前
で
酒
食
を
 

芸
に
す
る
。
 

七
月
 

ク
七
タ
4
 

「 

牽
牛
、
織
女
の
二
つ
の
星
祭
 

り
の
行
事
で
あ
る
。
六
日
の
 

朝
早
く
起
き
て
芋
の
葉
、
蓮
 

の
葉
な
ど
の
露
を
硯
に
受
け
 

て
、
色
紙
を
短
冊
型
に
き
り
 

こ
れ
に
願
い
ご
と
の
文
字
を
 

書
い
て
笹
竹
に
つ
る
し
、
又
 

別
に
 
「
七
タ
に
奉
る
、
天
の
 

川
を
渡
る
」
な
ど
大
書
し
て
 

吊
し
、
芸
能
の
L
達
を
祈
り
 

翌
日
は
そ
れ
を
川
に
流
し
た
 

家
庭
で
も
米
飯
に
ト
ー
フ
汁
 

位
の
ご
ち
そ
う
を
し
て
祝
っ
 

た。 

ク
す
が
わ
ら
h
木
り
4
 

こ
れ
は
虫
寄
せ
で
さ
ね
も
り
 

送
り
と
も
い
う
。
弁
城
、
畑
 

地
区
で
行
わ
れ
た
。
弁
城
で
 

は
竹
棒
の
光
の
タ
ィ
松
に
火
 

を
つ
け
て
か
つ
ぎ
「
さ
ね
も
 

り
や
、
ご
じ
ん
ぎ
、
こ
ん
か
 

む
し
わ
、
お
と
も
せ
、
あ
と
 

ふ
き
さ
か
え
た
」
と
唱
え
鐘
 

笛
、
太
鼓
等
も
に
ぎ
に
ぎ
し
 

く
、
御
座
を
出
発
点
と
レ
、
 

野
地
、
浄
万
寺
、
久
六
、
春
 

田
を
経
て
迫
に
至
り
、
川
浜
 

で
水
に
流
し
子
供
相
撲
を
し
 

て
解
散
し
た
。
尚
こ
の
行
列
 

の
前
に
地
域
内
七
カ
所
の
水
 

神
様
で
俗
に
「
七
畝
祭
」
と
 

い
っ
て
水
神
祭
が
行
わ
れ
た
 

七
瀬
と
は
、
弁
財
天
、
御
庭
 

の
川
、
獅
子
場
、
葛
原
、
迫
 

観
音
堂
前
、
な
ら
も
と
、
お
 

も
じ
ろ
の
七
カ
所
を
い
っ
た
 

尚
畑
で
も
、
す
が
わ
ら
の
前
 

尚
畑
で
も
、
 

に
七
畝
祭
』
 

ク
お
盆
ク
 

七
月
十
三
［
 

は
お
盆
。
」
 

祖
の
お
供
（
 

清
掃
し
「
上
 リ

が
行
わ
れ
土
 

ロ
か
ら
十
六
日
 

わ
経
を
あ
げ
 

食
を
し
、
お
プ
 

氷
族
全
員
お
考
 

す
る
。
他
国
に
行
っ
て
い
る
 

兄
弟
や
子
供
達
も
帰
郷
し
て
 

祖
先
の
位
牌
参
り
、
墓
参
り
 

を
す
る
の
は
全
国
一
般
の
風
 

習
で
あ
る
。
殊
に
初
盆
の
家
 

は
新
霊
を
迎
え
て
初
盆
供
養
 

の
法
要
を
す
る
。
十
三
日
晩
 

か
ら
＋
五
日
迄
は
青
年
男
女
 

が
中
心
に
初
盆
の
家
を
廻
っ
 

て
夜
ふ
け
迄
盆
踊
り
を
す
る
 

之
は
解
放
さ
れ
た
年
一
回
の
 

踊
り
だ
け
に
子
供
や
青
年
達
 

に
と
っ
て
年
中
最
大
の
楽
し
 

み
で
あ
っ
た
。
 
お
盆
が
す
ん
 

で
も
仕
事
が
手
に
つ
か
な
い
 

こ
と
が
多
く
俗
に
「
盆
狐
が
 

つ
い
た
」
と
も
云
わ
れ
た
。
 

現
在
は
新
暦
の
八
月
に
行
わ
 

方城町 に於け る 

古代からの年中行事 
（その 2 ) 

れ
て
い
る
。
 

ク
千
燈
明
4
 

お
盆
の
十
七
日
青
年
や
子
供
 

達
が
村
の
観
音
様
、
地
蔵
尊
 

八
幡
様
に
集
り
瓦
や
焼
物
の
 

割
れ
た
の
に
油
を
入
れ
、
燈
 

じ
み
で
あ
か
り
を
と
も
し
千
 

燈
を
供
え
て
願
成
就
相
撲
な
 

ど
に
興
じ
た
。
 
こ
の
日
子
供
 

達
は
各
家
庭
を
廻
り
米
、
野
 

菜
、
キ
リ
銭
を
集
め
豆
飯
を
 

た
い
て
ご
ち
そ
う
し
、
部
落
 

の
人
に
も
出
し
て
祝
っ
た
。
 

ク
二
十
六
や
ま
ク
 

七
月
二
十
六
日
の
夜
、
青
年
 

達
が
夜
ど
お
し
外
に
居
て
お
 

月
様
を
見
守
っ
て
酒
を
飲
み
 

、
歌
を
う
た
っ
て
過
し
た
。
 
又
 

年
男
女
に
よ
る
踊
り
や
芝
 

も
行
わ
れ
た
。
 

月
ク
 

一
名
月
と
ー
云
っ
た
。
 

、
五
月
の
夜
を
明
月
、
 

十
五
夜
、
或
は
月
見
と
い
う
 

の
は
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
 

る
。
月
見
団
子
を
作
り
芭
の
 

穂
を
添
え
る
が
、
こ
の
晩
は
 

よ
そ
の
野
菜
等
を
と
っ
て
も
 

や
か
ま
し
く
い
わ
れ
な
か
っ
 

た
の
で
、
い
も
を
堀
っ
て
い
 

が
い
て
食
べ
た
り
し
た
こ
と
 

か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。
 

ク
だ
ま
つ
り
ク
 

之
は
牛
馬
の
安
全
祈
願
の
た
 

め
の
祭
り
で
あ
る
。
畑
、
伊
 

方
、
弁
城
と
も
旧
八
月
十
五
 

六
日
頃
瀬
成
堂
又
は
神
社
境
 

内
で
盛
大
な
奉
納
相
撲
を
、
 

こ
の
日
は
各
地
の
力
士
が
集
 

り
賑
っ
た
。
 

九
月
 

ク
お
く
ん
ち
ク
 

氏
神
の
祭
り
で
あ
る
。
普
通
 

旧
暦
九
月
九
日
の
こ
と
を
お
 

く
ん
ち
と
い
う
の
が
全
国
的
 

な
な
ら
わ
し
で
あ
る
が
、
し
 

か
し
九
月
十
九
日
又
は
二
十
 

九
日
に
行
わ
れ
て
い
る
地
方
 

も
あ
り
一
定
し
て
い
な
い
。
 

方
城
で
は
現
在
弁
城
が
十
月
 

十
日
、
十
一
日
、
伊
方
が
十
 

月
十
八
、
九
日
に
行
っ
て
い
 

る
。
こ
の
日
は
遠
近
の
親
族
 

が
往
き
来
し
て
餅
や
濁
酒
や
 

手
作
り
の
料
理
を
共
に
楽
し
 

む
習
わ
し
で
あ
る
が
、
現
在
 

は
以
前
ほ
ど
盛
ん
で
は
な
い
 

十
月
 

ク
い
の
子
カ
 

十
月
に
亥
の
子
と
い
う
日
が
 

あ
っ
て
、
こ
の
日
子
供
達
が
 

塩
俵
等
に
石
を
つ
め
た
「
亥
 

の
子
槌
」
を
作
り
、
夜
に
一
 

団
と
な
っ
て
新
嫁
、
初
子
の
 

あ
っ
た
家
等
を
廻
り
「
今
夜
 

の
い
の
子
祝
わ
ん
も
の
は
鬼
 

う
め
、
蛇
う
め
」
と
唱
え
な
 

が
ら
亥
の
子
槌
を
つ
い
て
廻
 

っ
た
。
各
家
庭
で
は
子
供
達
 

に
餅
や
菓
物
な
ど
を
与
え
た
 

又
家
庭
で
は
亥
の
子
餅
を
つ
 

い
て
神
仏
に
供
え
、
家
中
で
 

楽
し
く
食
事
に
供
し
た
。
こ
 

の
餅
を
食
べ
る
と
菖
厄
を
除
 

く
と
云
い
、
猪
の
子
の
よ
う
 

に
子
供
が
沢
山
う
ま
れ
て
家
 

が
繁
昌
す
る
と
も
云
わ
れ
た
 

一
一
番
亥
の
芋
、
三
番
亥
の
子
 

ま
で
あ
う
主
。
 

カ
か
ん
ま
ち
F
 

十
月
は
全
曹
の
神
々
が
出
雲
 

に
集
ま
り
）
ど
こ
の
神
様
も
 

御
不
在
に
な
る
の
で
十
月
を
 

神
無
月
と
げ
う
の
だ
と
云
わ
 

れ
て
い
る
が
、
出
雲
に
お
い
 

で
の
神
々
が
十
月
三
十
日
お
 

帰
り
に
な
る
と
云
う
の
で
、
 

青
年
や
子
供
達
が
境
内
に
集
 

ま
り
、
夜
ど
お
し
焚
火
を
し
 

鐘
太
鼓
を
た
、
き
な
が
ら
神
 

様
を
お
迎
え
し
た
。
尚
こ
の
 

か
ん
ま
ち
の
菓
物
、
野
菜
な
 

ど
は
他
人
の
畠
の
も
の
を
だ
 

ま
っ
て
と
っ
て
も
よ
い
こ
と
 

に
な
っ
て
い
た
。
 

十
」
月
 

ク
三
夜
さ
ま
ク
 

十
一
月
二
十
三
日
の
行
事
。
 

之
は
大
師
講
即
ち
弘
法
大
師
 

の
お
祭
り
と
云
わ
れ
、
本
来
 

は
二
十
三
日
の
夜
忌
龍
り
を
 

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
後
 

に
は
月
々
の
二
十
三
夜
を
拝
 

む
と
立
身
出
世
す
る
な
ど
と
 

云
っ
て
三
夜
講
が
行
わ
れ
た
 

十
二
月
 

ク
な
た
な
げ
4
 

十
二
月
十
三
日
下
男
下
女
の
 

奉
公
人
が
一
年
間
の
つ
と
め
 

を
終
り
、
ひ
ま
を
と
っ
て
親
 

も
と
に
帰
る
う
れ
し
い
日
で
 

あ
る
。
言
葉
の
意
味
は
作
業
 

に
必
要
な
銃
に
も
も
う
用
事
 

が
な
く
な
っ
た
と
云
う
こ
と
 

で
あ
ろ
う
。
 

尚
こ
の
日
、
正
月
を
迎
え
る
 

た
め
に
神
棚
を
は
じ
め
家
の
 

中
の
煤
払
い
を
し
た
。
 

ク
歳
暮
．
餅
つ
き
4
 

年
の
暮
に
す
る
贈
答
を
歳
暮
 

と
呼
ぶ
が
従
来
お
世
話
に
な
 

っ
た
家
や
、
親
に
心
を
こ
め
 

た
諸
品
を
贈
っ
て
謝
礼
し
た
 

殊
に
新
婚
の
花
嫁
の
里
親
に
 

は
大
き
な
年
餅
一
重
ね
に
大
 

ぶ
り
等
を
添
え
歳
暮
し
た
。
 

尚
暮
の
二
十
七
、
八
日
頃
に
 

な
る
と
ど
の
家
庭
も
い
っ
せ
 

い
に
正
月
用
の
お
餅
つ
き
が
 

は
じ
ま
る
。
ボ
タ
餅
を
含
め
 

て
で
あ
る
が
、
少
く
て
一
俵
 

家
族
の
多
い
家
で
は
二
俵
位
 

の
餅
を
つ
く
家
も
多
か
っ
た
 

ク
大
み
そ
か
4
 

も
と
は
金
銭
の
貸
借
を
清
算
 

し
た
り
、
商
家
は
掛
売
代
金
 

を
取
り
集
め
た
り
し
た
。
と
 

に
か
く
す
べ
て
の
家
が
年
中
 

の
仕
事
の
し
め
く
く
り
を
完
 

了
し
、
お
正
月
の
飾
り
を
す
 

ま
せ
、
運
そ
ば
を
食
べ
、
除
 

夜
の
鐘
を
き
い
て
床
に
つ
い
 

た。 （
方
城
町
誌
稿
本
か
ら
、
以
 

上
で
こ
の
項
終
り
ま
す
）
 

一
・
「
・
唾
！
 


